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  The Trend of Courses for the Tokai Middle School Graduates

                                                         Naoya KARASUDA

Key Words:Tokai Middle School, After Gradkkation, Higher Education

Abstract

  Variovgs factors are involved in expansion of private secondary education ixx modem

Japaxx. Therefore, in order to aitalyze the factors of private secondary edvgcatioit

expansion, I think that there is the necessity for case studies.

  The purpose of this paper is to investigate what kixxd of school pupils went to after

gradvgating midd}e schoo}. As an example, the membership list of alumni association at

Tokai midd}e schooi was used as a basis for aita}ysis. The foreruxxner of Tokai Middie

Schoo} was a Buddhist school.

  First, in order to grasp a natioxxwide trend, the Anxxua} report of the Ministry of

Education and data according to midd}e school were used. Next, it was investigated

using the membership }ist as to what kind of school the gradvkate went. Finaily, it was

made clear from the bu}}etixx of a}umni association about the situation of "TOCHU-KAI"

(Tokai Middie School Associationi.



177旧制東海中学校における卒業後の進学動向について

　
学
園
駒
場
へ
」
（
同
一
九
ノ
九
、
昭
和
四
年
九
月
、
一
二
頁
）
、
皿
帝
大
農
学
部
（
駒
場
）

　
実
科
よ
り
」
（
同
二
一
∴
ノ
ニ
、
昭
和
八
年
一
一
月
、
六
頁
）
。

（
3
7
）
㎜
岐
薬
東
中
会
」
（
『
会
報
』
一
、
二
号
ノ
一
∵
一
、
一
、
昭
和
一
κ
年
一
、
∴
一
．
月
、
一
八
頁
）
、

　
酬
金
沢
薬
専
東
中
会
」
（
同
一
、
一
一
、
号
ノ
一
一
、
昭
和
八
年
一
一
月
、
五
頁
）
、
㎜
新
入
生
歓

　
上
三
田
東
中
会
」
（
同
一
ご
、
号
ノ
八
・
九
、
昭
和
七
年
九
月
、
一
〇
頁
）
、
コ
、
一
重
高
農

　
東
中
会
」
（
同
一
四
号
ノ
一
〇
、
大
正
一
三
年
一
〇
月
、
一
二
頁
）
、
圓
正
大
東
中
会
」

　
（
同
二
五
号
ノ
κ
、
昭
和
一
〇
年
κ
月
、
五
頁
）
、
㎜
中
央
大
学
東
中
会
だ
よ
り
」
（
同
一

　
六
号
ノ
一
一
、
大
正
一
五
年
一
一
月
、
七
頁
）
、
㎜
同
志
社
高
商
東
中
会
」
（
同
二
九
号

　
ノ
一
、
、
昭
和
一
四
年
二
月
、
四
頁
）
、
酬
口
本
医
大
東
中
会
」
（
同
二
二
号
ノ
一
一
、
、
昭

　
和
七
年
、
一
一
、
月
、
七
頁
）
、
皿
浜
高
工
よ
り
」
（
同
二
〇
号
ノ
一
、
昭
和
五
年
一
月
、

　
九
頁
）
、
痛
罵
専
大
二
会
」
（
同
一
、
一
号
ノ
五
、
昭
和
六
年
κ
月
、
八
頁
）
、
皿
法
政
大
学

　
東
中
会
」
（
同
一
三
号
ノ
六
、
大
正
一
二
年
六
月
、
四
頁
）
、
町
名
医
大
東
中
会
」
（
同
二

　
七
号
ノ
一
〇
、
昭
和
一
二
年
一
一
月
、
一
一
頁
）
、
㎜
名
薬
東
中
会
記
」
（
同
二
六
号
ノ

　
七
、
昭
和
一
一
年
七
月
、
八
頁
）
、
㎜
明
治
大
学
東
中
会
」
（
同
一
四
号
ノ
一
〇
、
大
正

　
一
三
年
一
〇
月
、
＝
、
頁
）
な
ど
Q

（
3
8
）
皿
逓
信
東
中
会
の
記
」
（
『
会
報
』
二
一
ノ
七
、
昭
和
六
年
七
月
、
六
頁
）
。

（
3
9
）
皿
名
鉄
東
中
会
」
（
『
会
報
』
一
ご
、
一
ノ
六
、
昭
和
八
年
六
月
、
一
〇
頁
）
。

（
4
0
）
昭
和
一
一
、
年
ご
ろ
よ
り
、
冊
同
窓
欄
」
に
㎜
出
征
だ
よ
り
」
（
例
え
ば
昭
和
一
二
年
一

　
二
月
、
『
会
報
』
一
、
七
ノ
一
一
・
一
二
、
八
頁
な
ど
）
や
、
冊
陣
中
だ
よ
り
」
（
同
じ
く

　
昭
和
一
四
年
二
月
、
『
会
報
』
二
九
ノ
ニ
、
四
頁
な
ど
）
が
目
立
ち
は
じ
め
る
。
ま
た
、

　
㎜
護
国
の
英
霊
」
（
例
え
ば
昭
和
一
四
年
一
一
月
、
『
会
報
』
一
、
九
ノ
一
〇
・
一
一
、
六

　
～
七
頁
）
と
し
て
、
皿
戦
死
を
せ
ら
れ
し
由
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
4
1
）
『
会
報
』
の
四
月
号
に
は
、
毎
年
、
新
入
生
の
書
い
た
皿
入
学
の
喜
び
」
が
掲
載
さ

　
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
㎜
僕
は
明
倫
中
学
へ
は
入
ら
う
と
思
っ
て
学
校
で
一
日

　
中
予
習
で
目
を
廻
す
位
に
な
っ
て
勉
強
し
た
か
ひ
な
く
し
て
、
遂
に
落
伍
し
ま
し
た
」

　
（
『
会
報
』
一
六
ノ
四
、
大
正
一
五
年
四
月
、
七
頁
）
と
か
、
冊
僕
の
第
一
志
望
は
五
中

　
で
あ
っ
た
。
」
（
同
一
七
ノ
四
、
昭
和
一
、
年
四
月
、
八
頁
）
、
圓
あ
＼
一
中
は
だ
め
だ
っ
た
。

　
よ
し
東
海
こ
そ
は
頑
張
る
ぞ
」
（
同
三
一
ノ
四
、
昭
和
一
五
年
四
月
、
七
頁
）
な
ど
の

　
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
4
2
）
東
海
学
園
編
、
『
東
海
学
園
創
立
百
年
史
』
、
東
海
学
園
、
昭
和
六
一
一
、
年
、
八
九
頁
。

（
4
3
）
『
U
本
の
近
代
　
第
一
二
巻
　
学
歴
貴
族
の
栄
光
と
挫
折
』
、
一
〇
〇
頁
。
高
等
学
校

　
へ
の
進
学
に
つ
い
て
は
、
竹
内
洋
が
以
ド
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
実
業
学
校
や
師
範
学
校
に
は
欲
望
の
学
校
化
へ
の
歯
止
め
が
あ
っ
た
。
中
堅
技
術

　
　
　
者
や
教
師
と
い
う
職
業
に
欲
望
が
水
路
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
中

　
　
　
学
校
に
は
そ
う
し
た
歯
止
め
が
な
い
。
歯
止
め
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
欲
望
の
学
校

　
　
　
化
を
煽
り
た
て
さ
え
す
る
。
中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
国
語
・
漢
文
、
外
国
語
、

　
　
　
歴
史
・
地
理
、
数
学
、
物
理
・
化
学
、
博
物
学
な
ど
で
あ
る
。
職
業
科
目
は
ほ
と

　
　
　
ん
ど
な
い
。
中
学
校
を
卒
業
し
て
も
た
い
し
た
資
格
は
得
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
具

　
　
　
体
的
な
職
業
に
水
路
づ
け
ら
れ
る
よ
り
も
抽
象
的
な
欲
望
、
つ
ま
り
上
級
学
校
へ

　
　
　
の
進
学
願
望
を
植
え
つ
け
ら
れ
や
す
い
。
そ
し
て
上
級
学
校
の
な
か
で
も
も
っ
と

　
　
　
も
威
信
の
あ
る
学
校
に
願
望
が
照
準
さ
れ
る
。
中
学
校
は
抽
象
的
な
気
位
肥
大
化

　
　
　
装
置
だ
っ
た
。

（
4
4
）
広
田
照
幸
『
日
本
人
の
し
つ
け
は
衰
退
し
た
か
』
、
講
談
社
、
平
成
一
一
年
、
κ
○

　
～
七
四
頁
参
照
。

四
謝
辞
】
本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
近
藤
信
彦
氏
は
じ
め
東
海
中
学
校
∴
高
等
学
校

図
書
館
諸
氏
に
特
段
の
ご
配
慮
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
。

（
東
海
学
園
大
学
教
育
学
部
教
育
学
科
）
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転
し
た
（
『
復
刻
版
愛
知
県
教
育
史
』
第
一
、
、
巻
、
第
一
法
規
、
昭
和
五
七
年
、
八
二
〇

　
～
八
一
二
頁
参
照
）
。

（
2
6
）
昭
和
一
一
年
以
降
に
お
い
て
も
大
学
名
の
記
載
が
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
＝
．
年
三

　
月
卒
業
で
㎜
八
高
理
卒
、
東
京
帝
大
」
、
昭
和
一
五
年
三
月
卒
業
で
皿
名
大
」
な
ど
の

　
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
2
7
）
大
学
名
の
記
載
が
な
い
も
の
は
ん
例
が
確
認
で
き
、
以
ド
の
よ
う
に
処
理
し
た
。

　
　
皿
宗
大
序
修
、
東
洋
大
卒
」
（
大
正
七
年
一
、
、
月
卒
業
）

　
　
　
宗
教
大
学
予
科
含
私
立
」
皿
大
学
予
科
b
↓
東
洋
大
学
（
圓
私
立
」
㎜
専
門
学
校
・

　
　
　
実
業
専
門
学
校
」
）

　
　
皿
高
岡
高
商
卒
、
名
高
商
商
工
経
営
科
」

　
　
　
高
岡
高
等
商
業
学
校
（
皿
官
立
」
酬
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
」
↓
名
古
屋
高
等

　
　
　
商
業
学
校
（
皿
官
立
」
冊
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
」

　
　
圓
一
師
二
部
、
名
高
商
」

　
　
　
愛
知
県
第
一
師
範
学
校
（
皿
府
県
立
」
圓
師
範
∴
島
等
師
範
し
↓
名
占
屋
高
等
商

　
　
　
業
学
校
含
官
立
」
皿
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
」
）

　
　
皿
国
学
院
高
師
、
同
志
社
高
商
」

　
　
　
国
学
院
大
学
高
等
師
範
部
（
皿
私
立
」
皿
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
」
）
↓
同
志

　
　
　
社
高
等
商
業
学
校
（
圓
私
立
」
㎜
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
」
）

　
　
皿
神
戸
高
等
商
卒
、
砲
術
学
校
卒
」

　
　
　
神
戸
高
等
商
船
学
校
（
皿
官
立
」
冊
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
」
）
↓
砲
術
学
校

　
　
　
（
皿
そ
の
他
・
不
明
」
皿
各
種
学
校
お
よ
び
不
明
」
）

　
　
一
方
、
す
べ
て
大
学
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
皿
山
帝
大
卒
、
大
正
大
学
、

　
拓
殖
大
学
」
、
皿
宗
大
、
大
正
大
卒
」
の
一
、
例
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
進
学
先
と
し

　
て
は
大
学
の
み
と
考
え
、
前
者
を
皿
官
立
」
冊
帝
大
」
に
、
後
者
を
圓
私
立
」
皿
大
学
」

　
に
分
類
し
た
。

（
2
8
）
㎜
名
高
工
よ
り
」
（
東
海
中
学
校
々
友
再
編
、
『
会
報
』
第
一
一
∴
号
ノ
一
〇
、
大
正
一

　
一
、
年
一
〇
月
、
一
〇
頁
）
。
以
下
、
同
誌
の
引
用
、
参
照
は
圓
冊
名
高
工
よ
り
」
（
『
会

　
報
』
一
三
ノ
一
〇
、
大
正
一
二
年
一
〇
月
、
一
〇
頁
）
。
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

（
2
9
）
皿
名
高
工
東
中
会
」
（
『
会
報
』
一
六
ノ
五
、
大
正
一
五
年
五
月
、
六
頁
）
、
同
全

　
九
ノ
五
、
昭
和
四
年
五
月
、
九
頁
）
、
皿
名
高
工
東
中
勲
記
」
（
同
乱
訴
ノ
一
、
昭
和
七

　
年
一
月
、
八
頁
）
、
圓
名
高
工
東
中
会
送
別
会
」
（
同
一
、
一
∴
ノ
一
、
∴
二
、
昭
和
八
年
一
、
、
月
、

　
八
頁
）
、
皿
名
高
工
東
中
送
別
会
記
」
（
同
二
六
ノ
ニ
、
昭
和
一
一
年
二
月
、
一
、
、
頁
）
な
ど
。

（
3
0
）
圓
名
高
工
東
中
薄
々
則
」
（
『
会
報
』
一
ご
、
、
ノ
一
∵
一
∴
、
昭
和
八
年
一
∴
月
、
八
頁
）
。

（
3
1
）
皿
名
高
商
東
中
会
」
（
『
会
報
』
二
一
、
一
ノ
四
、
昭
和
八
年
四
月
、
一
一
頁
）
。

（
3
2
）
皿
『
早
稲
田
大
学
東
中
会
建
設
に
つ
い
て
』
」
（
『
会
報
』
一
一
一
ノ
六
、
大
正
一
一
年
六

　
月
、
κ
頁
）
。
な
お
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
皿
東
京
あ
づ
ま
会
」
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明

　
で
あ
る
。
た
だ
、
圓
あ
づ
ま
会
便
り
」
（
『
会
報
』
第
十
三
号
ノ
六
、
大
正
一
一
一
年
六
月
、

　
四
頁
）
に
は
、
㎜
伊
藤
校
長
」
が
出
席
し
、
冊
母
校
の
現
状
に
就
て
詳
し
く
お
話
し
」
が

　
あ
っ
た
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
圓
委
員
並
に
理
事
の
改
選
、
開
催
時
及
び
度

　
数
の
改
定
、
事
務
所
の
変
更
の
一
一
、
議
を
諮
り
、
先
生
よ
り
も
色
々
と
御
意
見
を
下
さ
れ
」

　
た
様
子
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
皿
各
校
委
員
左
の
如
く
決
定
」
と
あ
る
。
特
定
の
進
学

　
先
で
集
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
よ
り
組
織
的
な
会
合
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

（
3
3
）
圓
早
稲
田
東
中
会
」
（
『
会
報
』
二
四
ノ
一
、
昭
和
九
年
一
月
、
五
頁
）
。

（
3
4
）
圓
八
高
か
ら
」
（
『
会
報
』
一
五
ノ
一
、
、
、
大
正
一
四
年
三
月
、
九
頁
）
、
圓
八
高
た
よ
り
」

　
（
同
一
三
ノ
一
一
一
、
大
正
一
一
、
年
一
二
月
、
一
一
頁
）
、
皿
八
高
よ
り
」
（
同
一
一
ノ
三
、

　
大
正
一
〇
年
六
月
、
六
頁
）
、
同
（
同
一
ご
、
一
ノ
ニ
∴
一
．
、
昭
和
八
年
三
月
、
八
頁
）
、

　
皿
八
高
東
中
会
か
ら
」
（
同
一
五
ノ
五
、
大
正
一
四
年
五
月
、
九
頁
）
な
ど
。

（
3
5
）
㎜
東
京
帝
大
に
創
設
さ
れ
た
東
中
会
だ
よ
り
」
（
『
会
報
』
一
九
ノ
五
、
昭
和
四
年
五

　
月
、
八
～
九
頁
）
。

（
3
6
）
圓
誠
明
学
舎
か
ら
」
（
『
会
報
』
一
五
ノ
五
、
大
正
一
四
年
五
月
、
九
頁
）
、
冊
自
由
の
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（
1
9
）
以
下
、
圓
各
種
学
校
お
よ
び
不
明
」
に
分
類
し
た
も
の
の
一
例
を
示
す
。
冊
学
歴
、
職

　
業
、
勤
務
先
等
」
欄
に
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
圓
学
校
別
一
覧
」
や
『
学
校
名
変
遷
総

　
覧
』
に
記
載
が
な
く
、
判
断
つ
き
か
ね
る
も
の
で
あ
る
。
農
商
務
省
や
逓
信
省
な
ど
、

　
各
省
所
管
の
学
校
は
、
こ
こ
で
は
設
置
者
を
酬
そ
の
他
・
不
明
」
、
学
校
種
を
皿
各
種

　
学
校
お
よ
び
不
明
」
に
分
類
し
た
。
な
お
、
逓
信
官
吏
練
習
所
に
つ
い
て
は
、
一
一
．
上
敦

　
史
冊
逓
信
講
習
所
・
逓
信
官
吏
練
習
所
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
　
文
部
省
所
管
学
校
と

　
の
関
係
に
注
目
し
て
　
」
（
教
育
史
学
会
機
関
誌
編
集
委
員
会
編
、
『
日
本
の
教
育
史
学
』

　
第
五
〇
集
、
教
育
史
学
会
、
平
成
一
九
年
、
七
7
八
三
頁
）
参
照
。

　
　
皿
名
薬
」
皿
名
薬
卒
」
等

　
　
　
昭
和
一
〇
年
以
前
に
つ
い
て
は
㎜
各
種
学
校
お
よ
び
不
明
」
。
昭
和
一
一
（
一
九

　
　
　
一
、
一
六
）
年
三
月
以
降
の
卒
業
者
で
、
皿
名
薬
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
も
の
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
冊
名
古
屋
薬
学
専
門
学
校
」
（
私
立
、
専
門
学
校
）
と
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

　
　
　
専
門
学
校
に
類
す
る
各
種
学
校
と
し
て
考
え
た
（
『
愛
知
県
教
育
史
』
、
第
四
巻
、

　
　
　
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
参
照
）
。

　
　
皿
水
産
講
習
所
」
皿
水
産
講
習
所
卒
」
皿
逓
官
栄
」
皿
逓
信
省
講
習
所
」
等

　
　
　
水
産
講
習
所
は
農
商
務
省
所
管
（
『
日
本
近
代
教
育
史
事
典
』
、
四
κ
四
頁
参
照
）
、

　
　
　
逓
信
官
吏
練
習
所
は
逓
信
省
所
管
の
学
校
で
あ
る
。

　
　
皿
中
京
法
律
」

　
　
　
私
立
中
京
法
律
学
校
を
さ
す
も
の
と
考
え
、
専
門
学
校
に
類
す
る
学
校
と
し
た

　
　
　
（
『
愛
知
県
教
育
史
』
、
第
四
巻
、
二
〇
八
頁
参
照
）
。

　
　
皿
京
陶
試
卒
」

　
　
　
京
都
市
陶
磁
器
試
験
場
と
し
た
。
『
官
報
』
第
五
九
四
五
号
、
明
治
三
六
年
四
月

　
　
　
一
、
一
〇
日
、
六
二
七
頁
に
は
、
酬
明
治
三
十
六
年
度
ヨ
リ
京
都
府
京
都
市
陶
磁
器
試

　
　
　
験
場
設
立
ノ
件
ヲ
一
昨
二
十
八
U
農
商
務
省
二
於
テ
認
可
セ
リ
（
農
商
務
省
）
」

　
　
　
と
の
記
載
が
あ
る
。

　
　
冊
神
皇
学
卒
」
圓
皇
学
館
卒
」
圓
神
宮
皇
学
館
」
等

　
　
　
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
三
月
卒
業
生
以
前
に
つ
い
て
は
㎜
各
種
学
校
お
よ
び

　
　
　
不
明
」
。
明
治
三
六
（
一
九
〇
一
、
一
）
年
、
内
務
省
所
管
の
酬
専
門
学
校
程
度
の
官

　
　
　
立
学
校
」
と
な
り
、
昭
和
一
κ
（
一
九
四
〇
）
年
に
は
神
宮
皇
学
館
大
学
へ
昇
格

　
　
　
し
た
（
『
ロ
本
近
代
教
育
学
事
典
』
、
四
一
一
、
三
頁
参
照
）
。

（
2
0
）
書
本
近
代
教
育
史
事
典
編
集
委
員
会
編
、
『
日
本
近
代
教
育
史
事
典
』
、
平
凡
社
、
昭

　
和
四
六
年
、
一
三
五
頁
参
照
。

（
2
1
）
一
∴
好
信
浩
『
産
業
教
育
地
域
実
態
史
の
研
究
』
、
風
問
書
房
、
平
成
二
四
年
、
三
頁

　
参
照
。

（
2
2
）
教
育
史
編
纂
会
編
、
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
、
第
四
巻
、
教
育
資
料
調
査
会
、

　
昭
和
一
三
年
（
芳
文
閣
、
昭
和
三
九
年
復
刻
発
行
）
、
一
、
一
四
九
頁
。

（
2
3
）
複
数
の
記
載
が
あ
る
場
合
も
含
む
。
複
数
記
載
の
う
ち
、
五
名
に
つ
い
て
は
、
大
学

　
の
記
載
が
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
冊
高
岡
高
商
卒
、
名
高
商
商
工
経
営
科
」
と
の
記
載

　
が
あ
る
場
合
、
高
岡
高
等
商
業
学
校
一
名
、
名
占
屋
高
等
商
業
学
校
一
名
と
考
え
た
。

　
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
一
〇
五
名
の
内
に
こ
れ
も
含
ん
で
い
る
。

（
2
4
）
昭
和
一
一
（
一
九
一
一
、
六
）
年
一
一
一
月
、
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
名
占
屋
薬
学
専
門
学

　
校
が
設
立
を
認
可
さ
れ
た
（
愛
知
県
教
育
委
員
会
編
、
『
復
刻
版
愛
知
県
教
育
史
』
第

　
四
巻
、
第
一
法
規
、
昭
和
五
七
年
、
五
五
三
頁
参
照
）
。
そ
れ
ま
で
、
薬
学
関
係
の
専

　
門
学
校
が
愛
知
県
内
に
は
な
か
っ
た
が
、
皿
名
薬
」
や
皿
愛
書
」
な
ど
の
記
載
を
確
認

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
昭
和
十
年
以
前
に
つ
い
て
は
専
門
学
校
と

　
し
て
認
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
、
そ
の
他
の
学
校
と
し
た
。
な
お
、
岐
阜
県
に

　
薬
学
専
門
学
校
が
あ
り
、
こ
こ
へ
の
進
学
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
2
5
）
な
お
、
第
八
高
等
学
校
は
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
設
置
当
初
、
県
立
第
一
中

　
学
校
の
旧
校
舎
（
名
古
屋
市
東
区
外
堀
町
）
を
借
用
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
す
で
に
建

　
設
が
始
ま
っ
て
い
た
用
地
（
愛
知
郡
呼
続
町
大
字
瑞
穂
、
後
に
名
占
屋
市
南
区
）
へ
移
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公
立
中
学
校
本
科
二
野
ル
前
年
度
卒
業
者
二
就
キ
本
年
度
末
二
面
ケ
ル
状
況
ヲ
挙

　
　
　
ク
レ
ハ
高
等
学
校
生
徒
八
百
二
十
人
、
専
門
学
校
及
実
業
学
校
等
ノ
生
徒
一
、
、
千
二

　
　
　
百
四
十
一
人
、
官
庁
職
員
一
、
亘
一
．
十
κ
人
、
其
ノ
他
ノ
業
務
二
従
事
ス
ル
者
千
徳

　
　
　
百
四
十
人
、
就
職
等
未
定
又
ハ
不
祥
ノ
者
四
千
十
四
人
、
死
亡
シ
タ
ル
者
五
十
六

　
　
　
人
ナ
リ

　
　
明
治
四
三
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
官
公
私
立
中
学
校
の
卒
業
者
を
示
し
て
い
る
と

　
考
え
ら
れ
る
。
『
U
本
帝
国
文
部
省
第
三
十
八
年
報
〈
自
明
治
四
十
一
、
、
年
徳
明
治
四
十

　
四
年
置
』
（
上
巻
、
一
六
〇
～
一
六
一
頁
）
に
以
下
の
通
り
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
公
立
私
立
中
学
校
本
科
二
係
ル
前
年
度
卒
業
者
二
就
キ
本
年
度
末
二
於
ケ
ル
状
況

　
　
　
ヲ
挙
ク
レ
ハ
実
業
従
事
者
千
九
百
六
十
二
人
、
学
校
職
員
千
八
百
三
十
五
人
、
官

　
　
　
公
吏
等
一
、
一
百
三
十
五
人
、
高
等
学
校
生
徒
千
百
九
十
八
、
専
門
学
校
生
徒
二
千
九

　
　
　
百
一
、
人
、
実
業
専
門
学
校
生
徒
千
一
、
百
二
十
五
、
陸
軍
士
官
候
補
生
三
百
二
十
四

　
　
　
人
、
陸
軍
主
計
候
補
生
三
十
五
人
、
海
軍
諸
学
校
生
徒
百
四
十
一
、
人
、
其
ノ
他
ノ

　
　
　
学
校
生
徒
六
百
一
∴
十
四
人
、
一
年
志
願
兵
百
九
十
九
人
、
兵
役
七
十
九
人
、
其
ノ

　
　
　
他
五
千
六
百
四
十
一
、
死
亡
者
八
十
九
人
ナ
リ

（
1
0
）
竹
内
洋
『
日
本
の
近
代
　
第
一
一
一
巻
　
学
歴
貴
族
の
栄
光
と
挫
折
』
、
中
央
公
論
新

　
社
、
平
成
一
一
年
、
一
一
、
一
一
．
○
～
一
一
．
三
二
頁
参
照
。

（
1
1
）
拙
稿
圓
山
口
高
等
商
業
学
校
の
財
源
と
使
途
」
（
東
海
学
園
大
学
編
、
『
東
海
学
園
大

　
学
研
究
紀
要
　
人
文
科
学
研
究
編
』
第
一
六
号
、
平
成
二
一
、
、
年
、
一
、
五
～
五
四
頁
）
参

　
照
。

（
1
2
）
吉
田
久
一
『
吉
田
久
一
著
作
集
四
　
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
』
、
川
島
書
店
、
平
成

　
四
年
、
一
六
一
、
一
頁
参
照
。
皿
真
宗
王
国
」
と
さ
れ
る
愛
知
県
に
お
い
て
は
大
谷
派
寺
院

　
の
占
め
る
比
率
が
高
か
っ
た
。
詳
細
は
、
拙
稿
㎜
僧
侶
養
成
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
転

　
換
　
愛
知
県
を
事
例
に
　
」
、
註
（
8
）
。

（
1
3
）
文
部
省
普
通
学
務
局
編
、
『
全
国
中
学
校
二
関
ス
ル
諸
調
査
』
、
明
治
一
、
、
七
～
昭
和
一

　
七
年
（
佐
々
木
享
監
修
、
大
空
社
、
昭
和
六
一
、
、
年
復
刻
発
行
）
。

（
1
4
）
名
占
屋
中
学
校
の
一
九
二
〇
年
、
圓
一
∴
四
・
八
％
」
と
い
う
値
は
、
計
二
三
名
の
う

　
ち
皿
高
等
学
校
大
学
予
科
入
学
者
」
が
八
名
か
ら
算
出
し
た
数
値
で
あ
る
。

（
1
5
）
東
海
中
学
校
同
窓
会
編
『
昭
和
十
五
年
十
一
月
現
在
　
会
員
名
簿
』
、
昭
和
一
五
年
、

　
東
海
中
学
校
同
窓
会
。
な
お
、
こ
の
名
簿
の
裏
表
紙
に
は
皿
『
東
海
』
第
一
一
、
十
号
ノ
十

　
一
附
録
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
6
）
本
会
員
名
簿
の
圓
附
言
」
に
は
、
以
ド
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
一
、
本
名
簿
は
昭
和
十
五
年
十
一
月
一
日
調
な
る
も
努
め
て
其
後
の
判
明
、
届
出

　
　
　
　
　
は
訂
正
せ
り

　
　
　
一
、
本
名
簿
上
と
実
際
と
相
違
せ
る
も
の
発
見
せ
ら
る
㌧
と
き
は
速
に
通
知
せ
ら

　
　
　
　
　
れ
た
し

　
　
　
一
、
上
級
学
校
入
学
、
卒
業
転
学
等
不
明
の
点
多
し
、
此
際
御
一
報
を
煩
は
し
た

　
　
　
　
　
し

　
　
　
一
、
不
記
の
部
御
承
知
の
方
は
相
互
扶
助
の
為
是
非
共
御
通
知
を
乞
ふ

　
　
　
一
、
出
生
者
は
所
属
部
隊
名
を
そ
の
筋
の
達
し
に
よ
り
記
載
す
る
を
得
ず
、
皆
出

　
　
　
　
　
掌
中
と
せ
り

　
　
　
一
、
姓
名
の
上
の
☆
印
は
会
費
完
納
、
○
印
は
幹
事
、
◎
印
は
常
任
幹
事
た
る
こ

　
　
　
　
　
と
を
示
す

　
　
　
一
、
会
費
未
納
の
方
は
完
納
又
は
分
納
何
れ
に
て
も
よ
ろ
し
く
御
納
付
を
乞
ふ

（
1
7
）
明
治
四
三
～
昭
和
九
年
ま
で
の
圓
文
部
省
直
轄
学
校
一
覧
」
、
圓
公
私
立
大
学
別
一
覧
」
、

　
皿
公
私
立
専
門
学
校
一
覧
」
等
〔
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
、
『
ロ
本
帝
国
文
部
省
第
三

　
十
八
年
報
』
下
巻
～
『
日
本
帝
国
文
部
省
第
六
十
二
年
報
』
下
巻
、
明
治
四
五
～
昭
和

　
＝
．
年
（
宣
文
堂
、
昭
和
四
五
～
四
九
年
復
刻
発
行
と
か
ら
判
断
し
た
。

（
1
8
）
U
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
、
『
学
校
名
変
遷
総
覧
　
大
学
∴
高
校
編
』
、
U
外
ア
ソ
シ
エ
ー

　
ツ
、
平
成
一
八
年
。
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「
同
窓
欄
」
で
あ
る
。
「
名
高
商
東
中
会
」
な
ど
の
記
載
は
東
海
中
学
校
よ
り
、
毎

年
一
定
数
の
入
学
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
「
不
良
学
生
収
容
の
名
を
走
ら
し
た
」
と
の
表
現
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
僧

侶
養
成
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
転
換
を
果
た
し
た
学
校
で
は
生
徒
の
素
行
に
悩
ま

さ
れ
た
。
県
立
中
学
校
と
の
比
較
に
お
い
て
、
「
上
級
学
校
の
な
か
で
も
も
っ
と

　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

も
威
信
の
あ
る
」
高
等
学
校
へ
の
進
学
は
、
確
か
に
劣
勢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

愛
知
県
に
お
い
て
は
、
私
立
中
学
校
の
存
在
こ
そ
が
中
等
教
育
の
普
及
・
拡
大
を

推
し
進
め
、
ま
た
、
そ
の
後
も
存
続
し
て
、
し
だ
い
に
進
学
機
能
を
強
め
て
い
っ

た
。
旧
制
中
学
校
か
ら
、
戦
後
、
新
制
高
等
学
校
と
な
っ
た
後
、
公
立
高
等
学
校

に
劣
ら
な
い
進
学
実
績
を
誇
る
学
校
も
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
私
立
中
学
校

の
社
会
的
機
能
が
近
代
を
通
し
て
培
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
残
し
た
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
都
市
部
に
お
い
て
、
新
中
間
層
の
台
頭

と
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
の
上
昇
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
学
費
の
支
払
い
が
可
能
な
階
層
の
存
在
も
私

立
学
校
増
加
の
一
因
と
な
る
。
こ
れ
に
加
え
、
産
業
立
県
と
し
て
の
愛
知
、
と
り

わ
け
名
古
屋
市
と
い
う
地
域
的
な
特
性
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
高
等
学
校
、

大
学
へ
の
進
学
を
経
て
官
界
へ
、
と
い
う
進
路
よ
り
も
、
地
元
の
専
門
学
校
・
実

業
専
門
学
校
へ
進
学
し
地
元
の
産
業
界
で
活
躍
す
る
と
い
う
傾
向
が
、
他
の
地
域

に
比
べ
て
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
も
予
想
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
後
者
の

「
選
択
」
が
盤
石
な
地
域
産
業
を
形
成
し
た
、
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
今
後
、
進

学
先
と
あ
わ
せ
て
就
職
先
お
よ
び
勤
務
地
等
を
一
体
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

註
（
1
）
拙
稿
皿
僧
侶
養
成
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
転
換
　
愛
知
県
を
事
例
に
　
」
、
教
育
史

　
学
会
第
五
六
回
大
会
レ
ジ
ュ
メ
、
平
成
二
四
年
九
月
一
、
二
U
、
於
お
茶
の
水
女
子
大
学
。

（
2
）
斉
藤
俊
彦
酬
明
治
後
期
に
お
け
る
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
　
　
㎜
学
歴
主
義
」
の
隆
路
　
」

　
（
学
習
院
大
学
文
学
部
編
、
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
、
第
一
、
一
六
輯
、
学
習
院

　
大
学
文
学
部
、
平
成
二
年
、
二
五
一
、
、
～
三
一
二
頁
）
。

（
3
）
斉
藤
俊
彦
圓
明
治
後
期
に
お
け
る
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
　
　
㎜
学
歴
主
義
」
の
隆

　
路
　
」
、
二
五
七
頁
。

（
4
）
天
野
郁
夫
『
学
歴
の
社
会
史
　
教
育
と
隠
本
の
近
代
　
』
、
新
潮
選
書
、
平
成
四
年
、

　
一
六
二
～
一
六
三
頁
参
照
。

（
5
）
広
田
照
幸
・
鈴
木
智
道
∴
尚
瀬
雅
弘
皿
旧
制
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
規
定
要
因
に
関

　
す
る
研
究
　
山
形
県
鶴
岡
中
学
校
を
事
例
と
し
て
　
」
（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研

　
究
科
編
、
『
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
、
第
三
九
巻
、
東
京
大
学
大
学
院

　
教
育
学
研
究
科
、
平
成
一
二
年
、
九
七
～
一
二
四
頁
）
。

（
6
）
東
海
中
学
校
同
窓
会
編
、
『
昭
和
十
五
年
十
一
月
現
在
　
会
員
名
簿
』
（
『
東
海
』
第

　
三
〇
号
ノ
一
附
録
、
東
海
中
・
高
等
学
校
図
書
館
蔵
）
。

（
7
）
斉
藤
俊
彦
皿
明
治
後
期
に
お
け
る
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
　
　
㎜
学
歴
主
義
」
の
隆

　
路
　
」
、
二
八
四
頁
参
照
。

（
8
）
『
学
歴
の
社
会
史
　
教
育
と
U
本
の
近
代
　
』
、
一
二
八
～
一
三
〇
頁
参
照
。

（
9
）
『
文
部
省
年
報
』
記
載
の
卒
業
後
進
路
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
二
年
度
以
前
は
㎜
官

　
公
立
中
学
校
卒
業
者
卒
業
後
ノ
状
況
」
あ
る
い
は
皿
卒
業
生
卒
業
後
ノ
状
況
（
官
公
立
と

　
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
『
口
本
帝
国
文
部
省
第
三
十
七
年
報
〈
自
明
治
四
十
二
年
至
明

　
治
四
十
一
、
一
年
〉
』
（
上
巻
、
一
六
一
頁
）
の
以
ド
の
記
述
、
下
巻
の
統
計
か
ら
、
明
治

　
四
二
年
度
以
前
に
つ
い
て
は
官
公
立
中
学
校
の
卒
業
生
進
路
に
つ
い
て
の
み
の
数
字
で

　
あ
る
と
判
断
し
た
。
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中
帯
に
比
べ
て
少
な
く
、
ま
た
、
「
誠
明
学
舎
か
ら
」
、
「
自
由
の
学
園
駒
場
へ
」
、

「
帝
大
農
学
部
（
駒
場
）
実
科
よ
り
」
な
ど
の
近
況
報
告
が
多
聾
児
が
廻
典

「
盃
は
乱
れ
飛
」
ぶ
よ
う
な
「
宴
」
の
報
告
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
み
ら
れ
な

〉
つ
こ
○

・
カ
　
　
ナ

　
こ
の
ほ
か
、
岐
阜
薬
学
専
門
学
校
、
金
沢
医
科
大
学
薬
学
専
門
部
、
慶
応
義
塾

大
学
、
三
重
高
等
農
林
学
校
、
大
正
大
学
、
中
央
大
学
、
同
志
社
高
等
商
業
学
校
、

ロ
本
医
科
大
学
、
浜
松
高
等
⊥
業
学
校
、
仏
教
専
門
学
校
、
法
政
大
学
、
名
古
屋

医
科
大
学
、
名
古
屋
薬
学
専
門
学
校
、
明
治
大
学
な
ど
に
「
東
中
会
」
が
設
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
な
お
、
就
職
先
で
の
「
東
中
会
」
と
し
て
、
「
逓
信
東
中
会
」
や
「
名
鉄
東
中

（
3
9
）

会
」
の
記
事
も
み
ら
れ
た
。
「
名
鉄
東
中
会
」
で
は
、
「
実
務
員
で
あ
り
又
距
離
の

関
係
か
ら
全
員
の
出
席
は
不
可
能
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
「
六
月
廿
一
二

午
後
五
時
笹
島
の
イ
カ
リ
食
堂
で
定
例
の
東
中
会
を
開
い
た
」
と
の
記
述
が
み
ら

れ
る
。
「
在
校
当
時
の
懐
旧
談
に
花
を
さ
か
せ
」
た
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
同
窓
欄
」
に
こ
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
東
海
中

学
校
か
ら
名
古
屋
市
内
お
よ
び
そ
の
近
郊
の
専
門
学
校
へ
、
あ
る
い
は
早
稲
田
大

学
な
ど
の
私
大
へ
と
、
一
定
の
ル
ー
ト
が
で
き
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。
特
に
上
京
し
た
者
に
と
っ
て
は
、
入
学
先
で
す
で
に
在
学
し
て
い
る
同

窓
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
帰
属
意
識
を
強
め
る
作
用
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
た
だ
、
『
名
簿
」
の
分
析
に
お
い
て
も
指
摘
し
た
が
、
「
東
中
会
」
の
様
子

を
み
て
も
、
高
等
学
校
や
帝
国
大
学
に
比
べ
、
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
や
私

立
大
学
に
お
い
て
隆
盛
で
あ
っ
た
と
の
印
象
を
受
け
る
。

　
し
か
し
こ
の
後
、
戦
局
の
激
化
と
と
も
に
、
「
同
窓
欄
」
に
は
「
出
征
だ
よ
り
」

や
「
陣
中
だ
よ
り
」
が
掲
載
さ
れ
は
じ
め
る
。
旧
交
を
あ
た
た
め
る
青
年
達
の
姿

に
か
わ
っ
て
、
若
き
「
護
国
の
英
霊
」
た
ち
の
名
で
紙
面
が
埋
め
ら
れ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
（
4
0
）

な
っ
て
い
っ
た
。

お
わ
り
に

　
『
文
部
省
年
報
』
、
『
中
学
校
二
関
ス
ル
諸
調
査
」
か
ら
、
愛
知
県
の
進
学
比
率

は
全
国
的
に
み
て
上
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
学
校
鴉
に
み
る
と
、

東
海
中
学
校
の
高
等
学
校
・
大
学
予
科
の
進
学
者
の
比
率
は
県
立
一
中
に
迫
る
勢

い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
前
の
名
古
屋
市
お
よ
び
そ
の
近
郊
お
い
て
は
、
県
立

第
一
中
学
校
や
第
五
中
学
校
、
明
倫
中
学
校
が
存
在
し
、
高
等
学
校
・
大
学
予
科

へ
の
進
学
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
学
校
が
や
は
り
優
位
で
あ
っ
た
。
概
し
て
、
私

立
中
学
校
卒
業
後
の
進
学
先
を
み
る
と
、
高
等
学
校
・
大
学
予
科
に
く
ら
べ
専
門

学
校
・
実
業
専
門
学
校
へ
の
進
学
者
の
比
率
の
方
が
高
か
っ
た
。
高
等
学
校
・
大

学
予
科
へ
の
進
学
者
数
は
、
中
学
校
の
序
列
化
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
会

報
」
中
の
入
学
に
際
し
て
の
生
徒
の
所
感
か
ら
も
、
県
立
第
一
中
学
校
、
第
五
中

学
校
、
明
倫
中
学
校
を
不
合
格
に
な
っ
た
生
徒
が
入
学
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
が
・
別
稿
で
習
か
に
し
た
㍉

　
『
名
簿
』
か
ら
東
海
中
学
校
卒
業
後
の
進
学
先
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
最
も
多

く
を
占
め
た
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
の
具
体
的
な
学
校
名
を
み
る
と
、
名
古

屋
高
等
⊥
業
学
校
、
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
へ
の
進
学
が
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
が
『
会
報
」
に
み
ら
れ
る
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か
ら
次
へ
と
花
が
咲
き
時
の
過
ぎ
行
く
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
特
に
食
事
中
の
漫
談
的
自
己
紹
介
は
痛
快
極
り
な
く
、
爆
笑
の
嵐
で
あ
っ
た
。

　
　
　
斯
く
し
て
歓
を
尽
し
、
和
気
蕩
謁
裡
に
東
中
校
歌
及
び
「
都
の
西
北
」
早

　
　
大
校
歌
を
合
唱
し
会
を
閉
づ
。

　
高
等
学
校
の
進
学
先
で
最
も
多
か
っ
た
第
八
高
等
学
校
に
お
い
て
も
「
東
中
会
」

が
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
「
八
高
よ
り
」
、
「
八
高
た
よ
り
」
、
「
八
高

か
ら
」
な
ど
の
近
況
報
告
が
多
冤
大
正
西
（
一
九
二
五
）
年
三
尺
八
高
東

中
会
代
理
を
務
め
る
生
徒
に
よ
る
「
八
高
か
ら
」
と
い
う
以
下
の
記
述
か
ら
、

「
八
高
東
中
会
」
が
一
五
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
昨
今
は
ま
た
寒
さ
を
増
し
ま
し
た
。
其
後
は
意
外
に
御
無
沙
汰
致
し
て
居

　
　
ま
し
た
が
先
生
に
は
御
近
状
如
何
で
す
か
。

　
　
　
私
等
皆
元
気
で
す
。
来
週
の
木
曜
か
ら
は
試
験
が
始
ま
り
ま
す
の
で
忙
し

　
　
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
卒
業
生
を
出
し
た
り
、
入
学
生
を
迎
へ
た
り
、
先
生
方
は
嚥
忙
し
い
事
と

　
　
拝
察
致
し
ま
す
。
少
な
か
っ
た
八
高
東
中
会
か
ら
も
、
今
年
卒
業
す
る
人
が

　
　
五
人
あ
り
ま
す
の
で
紀
年
の
撮
影
を
し
ま
し
た
の
で
一
枚
お
贈
り
致
し
ま
す
、

　
　
皆
昔
な
が
ら
の
顔
を
し
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
バ
ッ
ク
は
剣
の
森
と
い
っ
て
校
庭
の
北
隅
に
あ
り
ま
す
社
の
中
に
御
真
影

　
　
が
収
め
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
会
報
を
い
つ
も
有
難
く
頂
戴
し
て
居
ま
す
。
四
五
年
の
人
に
何
か
刺
戟
に

　
　
な
る
様
な
事
を
書
か
う
か
と
思
ひ
ま
し
た
が
時
機
が
お
く
れ
た
の
で
次
の
様

　
　
な
ま
つ
い
手
紙
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
八
高
東
中
会
も
ト
五
人
に
な
り
ま
す
、
沢
山
入
っ
て
来
る
様
に
と
祈
っ
て

　
　
居
る
次
第
で
す
。
終
り
に
益
々
校
運
の
隆
盛
に
向
ふ
様
に
祈
り
ま
す
。
敬
具

　
　
　
二
月
二
十
六
日

　
　
（
後
略
）

　
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
帝
大
の
う
ち
、
『
名
簿
」
上
に
み
ら
れ
る
進
学
先
と

し
て
最
も
多
く
を
占
め
た
の
は
東
京
帝
国
大
学
で
あ
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

「
東
中
会
」
が
創
設
さ
れ
た
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
先
学
期
末
か
ら
先
輩
か
ら
懇
悪
さ
れ
て
る
ま
し
た
。
東
京
帝
京
大
学
東
中

　
　
会
を
新
し
く
入
会
さ
れ
た
方
々
の
歓
迎
会
を
兼
ね
て
、
本
郷
中
島
ベ
ー
カ
リ
ー

　
　
で
開
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
最
初
下
里
兄
の
後
援
を
得
ま
し
て
相
当
自
信
を
持
っ
て
て
運
動
に
取
り
か
、

　
　
り
ま
し
た
が
、
不
幸
途
中
で
病
床
に
つ
か
れ
小
生
自
身
も
腸
を
害
し
ま
し
て
、

　
　
一
時
は
如
何
な
る
事
か
と
心
配
し
て
ゐ
ま
し
た
が
、
幸
に
会
員
諸
君
の
御
後

　
援
に
よ
り
、
当
日
は
先
ロ
グ
ロ
ス
タ
ー
公
殿
下
御
来
学
の
あ
と
を
受
け
、
各

　
学
部
開
放
の
事
が
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な
大
学
の
そ
よ
め
き
を
よ
そ
に
会
員
過

　
指
数
を
得
て
、
思
ひ
／
＼
の
漫
談
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
東
海
を
出
て
よ

　
り
失
敬
し
て
み
た
人
も
あ
り
ま
し
た
。
八
高
以
来
顔
を
あ
わ
せ
る
機
会
の
な

　
か
っ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
久
し
振
に
あ
っ
て
思
は
ぬ
発
展
振
り
に
驚
か
さ

　
れ
た
人
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
斯
く
集
り
旧
情
を
温
め
、
お
互
に
理
解
し
あ
ふ
事
は
無
意
義
で
は
な
い
と

　
思
ひ
ま
し
た
。
今
後
も
時
々
開
き
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。

し
か
し
、
第
八
高
等
学
校
と
同
様
、
東
京
帝
大
東
中
会
の
記
述
自
体
が
早
大
東
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専
門
学
校
に
お
け
る
「
東
中
会
」
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
『
会
報
』
に
は
頻

繁
に
「
東
中
会
」
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
文
面

か
ら
し
て
も
盛
況
で
あ
っ
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
大
学
で
の
「
東
中
会
」
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
『
名
簿
」
上
、
大
学
の
進
学

先
と
し
て
最
多
で
あ
っ
た
、
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
大
正
一
一
二

九
二
二
）
年
六
月
の
『
会
報
』
に
は
、
「
早
稲
田
大
学
東
中
会
建
設
に
つ
い
て
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
前
略
）

　
　
私
等
は
い
つ
も
我
懐
か
し
き
母
校
よ
り
便
り
の
あ
る
毎
に
ロ
ー
ロ
と
隆
盛
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
赴
い
て
行
く
様
を
見
て
感
慨
無
量
で
す
。
何
と
な
く
肩
味
が
広
い
様
な
気
が

　
　
し
て
な
り
ま
せ
ぬ
。
こ
れ
は
総
て
の
同
窓
が
共
に
口
に
し
て
み
る
所
で
す
。

　
　
其
の
故
に
我
等
は
そ
れ
を
見
る
に
つ
け
て
も
自
分
等
の
い
か
に
責
の
重
き
か

　
　
を
思
は
せ
ら
れ
ま
す
。
其
の
意
味
よ
り
し
て
我
が
社
会
に
出
て
相
互
ひ
に
援

　
　
助
し
合
ふ
為
に
又
在
校
中
親
蜜
を
計
り
便
宜
を
与
ふ
る
為
に
且
上
京
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
ヘ
　
ム

　
　
諸
兄
に
幾
分
な
り
と
も
力
添
へ
の
出
来
る
為
に
今
回
新
た
に
我
早
稲
田
大
学

　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
ヘ
　
ム

　
　
内
に
於
て
早
大
東
中
会
な
る
も
の
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
窓
の
方
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ヘ
　
ム

　
　
が
多
く
な
っ
て
き
た
事
か
ら
し
て
思
ひ
立
ち
た
る
も
の
で
す
。
勿
論
東
京
あ

　
　
ム
　
ヘ
　
ム

　
　
づ
ま
会
か
ら
全
然
独
立
し
た
の
で
な
く
、
相
互
に
聯
絡
を
取
る
考
で
す
。

　
　
（
中
略
）

　
　
そ
し
て
其
の
第
一
回
の
会
合
と
し
て
去
る
六
月
四
日
単
に
無
意
味
な
る
集
合

　
　
を
や
め
て
鎌
倉
江
の
島
方
面
に
出
掛
け
ま
し
た
是
れ
は
あ
ま
り
に
そ
の
発
表

　
　
の
日
と
会
合
の
ロ
が
接
号
し
て
み
た
為
御
存
知
の
な
い
方
も
あ
ら
れ
た
様
で

　
　
し
た
が
そ
れ
に
は
何
と
も
仕
方
の
な
い
事
情
の
あ
っ
た
為
で
し
た
。
只
今
の

　
　
処
早
大
在
校
諸
君
は
三
十
余
恵
で
あ
り
ま
す
。

　
　
（
後
略
）

　
大
正
一
一
年
時
点
で
、
「
早
大
在
校
諸
君
」
が
「
三
十
余
名
」
で
あ
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
年
に
一
、
二
回
の
頻
度
で
「
早
大
東
中
会
」
の
報
告

が
記
載
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
大
正
一
二
年
五
月
に
は
、
以
下
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
　
今
年
四
月
数
名
の
秀
才
を
我
が
早
大
に
迎
ふ
る
に
際
し
此
等
諸
君
の
歓
迎
を

　
　
兼
ね
て
第
三
回
東
中
会
を
十
二
日
午
后
五
時
よ
り
早
稲
田
鶴
巻
町
角
屋
に
て

　
　
開
催
し
た
。
定
刻
前
よ
り
続
々
と
集
合
、
ア
ツ
パ
レ
末
頼
母
敷
天
下
の
豪
傑

　
　
ば
か
り
、
定
刻
に
な
り
下
田
幹
事
の
挨
拶
が
あ
り
本
年
度
の
幹
事
委
員
の
選

　
　
挙
を
行
ひ
、
そ
れ
よ
り
自
己
紹
介
に
う
つ
る
。
各
自
の
メ
ー
ト
ル
は
段
々
に

　
　
昇
り
初
め
到
底
市
場
の
メ
ー
ト
ル
測
量
器
に
て
は
計
り
得
な
い
迄
に
昇
り
つ

　
　
め
た
。
斯
く
て
珍
歌
珍
芸
の
交
換
あ
り
て
興
の
つ
く
る
を
知
ら
ず
ト
時
漸
く

　
　
に
し
て
下
田
君
の
音
頭
に
て
早
大
並
に
東
中
の
万
歳
を
三
唱
し
て
名
残
り
惜

　
　
し
き
散
会
を
つ
げ
た
。

　
こ
の
年
四
月
「
早
大
」
に
入
学
し
た
者
の
歓
迎
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
末

頼
母
敷
天
下
の
豪
傑
」
た
ち
が
酒
を
酌
み
交
わ
し
意
気
を
あ
げ
た
様
子
が
分
か
る
。

ま
た
、
昭
和
八
年
一
二
月
九
ロ
に
は
、
「
僅
か
に
八
名
の
参
集
」
に
過
ぎ
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

「
オ
ー
ル
早
稲
田
東
中
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
見
知
ら
ぬ
校
友
も
顔
見
合
は
せ
れ
ば
十
年
越
知
己
の
そ
れ
の
様
に
親
し
く

　
　
な
り
、
お
互
に
肺
肝
を
吐
露
し
懐
旧
の
情
懐
し
き
東
中
時
代
の
想
出
話
は
勿

　
　
論
、
各
自
研
究
の
交
換
、
趣
味
の
談
合
、
期
先
生
方
の
安
否
等
々
に
話
は
次
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先
に
お
い
て
、
東
海
中
学
校
卒
業
生
同
士
が
集
ま
る
「
東
中
会
」
な
ど
と
称
す
る

会
が
開
か
れ
、
そ
の
開
催
を
呼
び
か
け
る
記
事
が
東
海
中
学
校
校
友
会
『
会
報
』

の
「
同
窓
欄
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
名
簿
」
中
、
進
学
先
と
し
て
最
多
で
あ
っ
た
名
古
屋
高
等
⊥
業
学
校
に
つ
い

て
み
て
み
よ
う
。
以
下
の
記
事
か
ら
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
「
名
高
⊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

東
中
会
」
が
発
足
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
母
校
東
海
中
学
校
出
身
に
し
て
吾
名
古
屋
高
等
⊥
業
学
校
在
校
生
は
近
年

　
　
頓
に
増
加
致
し
ま
し
た
の
で
此
等
の
同
窓
生
間
の
親
睦
を
は
か
る
可
く
名
高

　
　
工
東
中
会
設
立
の
企
て
は
早
く
か
ら
各
人
の
脳
裡
に
存
在
し
て
居
た
の
で
あ

　
　
り
ま
し
た
が
当
然
の
結
果
と
し
て
実
は
本
年
二
月
十
ロ
発
会
式
及
び
本
年
度

　
　
卒
業
生
三
名
の
送
別
会
を
兼
ね
て
第
一
回
東
中
会
な
る
も
の
を
花
月
園
で
開

　
　
き
ま
し
た
。
次
で
四
月
二
十
ニ
ロ
（
ロ
曜
）
本
年
度
入
学
新
入
会
員
歓
迎
の

　
　
意
味
で
第
二
回
東
中
会
を
犬
山
方
面
に
行
ひ
ま
し
た
が
当
ロ
は
天
候
の
関
係

　
　
上
出
席
者
が
割
合
少
な
か
っ
た
為
、
二
学
期
の
初
に
又
一
同
が
集
ま
っ
て
見

　
　
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
。
処
が
は
か
ら
ず
も
京
浜
地
方
未
曾
有
の
震
災

　
　
の
為
時
節
柄
こ
れ
を
大
々
的
に
行
ふ
事
に
忍
び
ず
只
母
校
を
中
心
と
し
て
一

　
　
同
が
暖
い
集
り
を
す
る
と
い
ふ
目
的
で
九
月
十
七
日
授
業
後
校
内
酒
保
で
約

　
　
一
時
間
程
十
数
名
の
会
員
は
楽
し
く
語
合
ひ
ま
し
た
。

　
　
（
中
略
）

　
　
　
而
し
て
今
や
東
中
会
は
他
の
中
学
同
窓
会
と
肩
を
な
ら
べ
て
基
礎
確
固
と

　
　
し
一
同
は
来
年
の
新
入
会
員
の
入
会
を
待
っ
て
居
り
ま
す
。
現
在
会
員
、
一
卜

　
　
一
名
。
此
れ
を
一
中
明
倫
名
古
屋
各
中
学
出
身
在
校
生
に
比
す
る
と
き
其
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ

　
　
に
於
て
未
だ
格
段
の
差
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
す
。
幸
に
し
て
質
商
⊥
御
志

　
　
望
の
方
は
緊
揮
奮
発
多
数
の
御
入
学
あ
ら
ん
事
を
一
同
は
鶴
首
し
て
居
り
ま

　
　
す
。
（
二
十
五
日
製
図
室
に
て
）

　
こ
の
後
も
、
卒
業
時
期
や
入
学
時
期
に
、
定
期
的
に
東
中
会
を
開
催
し
て
い

（
2
9
）

た
。
上
記
の
記
事
か
ら
す
る
と
、
会
員
は
「
二
十
一
名
」
と
少
な
い
が
、
昭
和
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

年
三
月
の
『
会
報
」
に
は
、
「
名
高
工
東
中
幽
々
則
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
会

員
数
の
増
加
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
ま
た
、
以
下
の
記
述
は
、
「
名
高
商
東
中
会
」
主
催
に
よ
る
新
入
生
歓
迎
会
の

報
告
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
八
年
春
、
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
へ
の
新
入
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

を
迎
え
る
会
が
催
さ
れ
た
。

　
　
傘
に
散
る
花
嬉
し
さ
よ
春
の
雨

　
　
　
朝
よ
り
降
り
し
き
る
甘
し
と
／
＼
と
、
世
に
云
ふ
春
雨
と
か
申
す
雨
の
中

　
　
を
、
吾
々
は
新
入
生
諸
君
の
前
途
を
祝
す
た
め
歓
迎
会
の
宴
を
「
鳥
勝
」
で

　
　
開
い
た
。
三
々
五
々
相
集
り
て
定
刻
七
時
に
は
部
屋
一
杯
。

　
　
　
開
会
の
辞
に
つ
れ
て
、
そ
ろ
／
＼
酒
が
廻
り
、
各
自
思
ひ
／
＼
の
経
験
談
、

　
　
新
入
生
諸
君
の
苦
心
談
、
そ
の
問
に
盃
は
乱
れ
飛
び
一
座
を
陽
気
に
し
、
或

　
　
は
緊
張
せ
し
め
食
べ
る
物
は
ス
キ
焼
な
れ
ど
語
る
言
葉
は
千
金
に
値
し
、
意

　
　
気
あ
る
一
夜
を
過
し
た
。

　
　
　
最
後
に
東
中
校
歌
合
唱
、
万
歳
三
唱
、
服
部
君
の
閉
会
の
辞
で
解
散
し
た
。

　
　
　
帰
る
頃
花
に
曇
っ
た
夜
の
空
も
い
つ
し
か
晴
れ
て
、
祝
す
が
如
く
星
さ
へ

　
　
ま
た
た
い
て
み
た
。

　
　
昭
和
八
年
四
月
十
五
日
中
大
藪
記
）
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定
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
の
分
析
に
よ
っ
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
専
門

大
学
で
は
進
学
先
と
し
て
早
稲
田
大
学
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
進
学

1
0
擁
参
照
）
。
時
代
と
と
も
に
、
一
つ
の
進
学
先
で
、
東
海
中
学
校
卒
業
者
が

学
校
・
実
業
専
門
学
校
で
は
名
古
屋
高
等
⊥
業
学
校
や
同
高
等
商
業
学
校
、
私
立

増
加
し
続
け
、
最
も
高
い
と
き
で
七
割
を
こ
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
門
表

東海学園大学研究紀要　第18号

3
．
『
会
報
』
に
み
ら
れ
る
進
学
先

　
東
海
中
学
校
校
友
会
の
『
会
報
」
か
ら
み
る
と
、

上
級
学
校
へ
の
進
学
者
数
は

疑表q　「住職」「僧侶」となった者の進学先

卒業

N度
進学先

住職・僧侶 卒業

N度
進学先

住職・僧侶

私立仏教専門学校 3 私立仏教専門学校 1

宗教大学 1 宗教大学 2
1911
早稲田大学 2 1921 東京帝国大学 1

学校名記載なし 3 彦根高等商業学校 1

宗教大学 1 学校名記載なし 1
1912
学校名記載なし 5 宗教大学 4

私立仏教専門学校 2
1922
大正大学 1

1913 早稲田大学 1 岐阜高等農林学校 1

学校名記載なし 1 私立仏教専門学校 1

私立仏教専門学校 2
1923
宗教大学 1

1914 宗教大学 4 東京帝国大学 1

学校名記載なし 2 1924 大正大学 3

私立仏教専門学校 2 私立仏教専門学校 2

宗教大学 4
1925
大正大学 3

1915
臨済宗大学 1 私立仏教専門学校 1

学校名記載なし 7 1926 立正大学 1

私立仏教専門学校 2 学校名記載なし 1
1916
宗教大学 4 1927 大正大学 2

1917 宗教大学 3 1928 大正大学 1

私立仏教専門学校 2 私立仏教専門学校 2

1918 宗教大学 5 1929 大正大学 1

学校名記載なし 2 学校名記載なし 1

私立仏教専門学校 2 1930 私立仏教専門学校 1
1919
学校名記載なし 2 その他・不明 1

私立仏教専門学校 1 1931 私立仏教専門学校 1

宗教大学 3 西山専門学校 1
1920

1932 私立仏教専門学校 1
学校名記載なし 1

計 106

　　　　　　　　　　　　　　（東海中学校同窓会編、『昭和十五年十一月現在会員名簿』を基に作成。）

瓢表剛東海中学校における入学志願者数・入学者数・上級学校入学者数

和暦 入学志願者 入学者
　　入学者

^入学志願者
卒業者

上級学校

@入学

上級学校入学者

@　／卒業者

1909 42 40 95．2％ 0 0

1910 95 83 87．4％ 0 0

1911 90 76 84．4％ 0 0

1912 89 66 74．2％ 42 27 64．3％

1913 92 73 79．3％ 33 7 21．2％

1914 138 120 87．0％ 29 9 31．0％

1915 167 135 80．8％ 36 17 47．2％

1916 211 156 73．9％ 35 10 28．6％

1917 439 153 34．9％ 35 16 45．7％

1918 357 165 46．2％ 34 18 52．9％

1919 415 160 38．6％ 55 18 32．7％

1920 650 165 25．4％ 63 27 42．9％

1921 863 259 30．0％ 93 26 28．0％

1922 893 269 30．1％ 114 81 71．1％

1923 1007 267 26．5％ 113 81 71．7％

1924 822 255 31．0％ 135 99 73．3％

1925 743 207 27．9％ 157 83 52．9％

1926 772 269 34．8％ 165 106 64．2％

1927 909 262 28．8％ 204 86 42．2％

1928 846 261 30．9％ 210 129 61．4％

1929 777 270 34．7％ 229 125 54．6％

1930 582 244 41．9％ 180 132 73．3％

1931 687 271 39．4％ 237 130 54．9％

（東海中学校校友会編、『会報』、第21号ノ10・11、昭和6年11，月、

11頁より作成。なお、和暦を西暦にあらため、比率を付記した。）
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藍表部　「学歴」欄に複数校の記載があるのものの学校名

帝大、大学 それ以外

官立 私立
官
立
私
立

あ
仲
不
明

設置主体 学校種 学校名

帝大 大学 大学
専門学校・実

ﾆ専門学校

各
種
学
校
菱
び
不
明

東
京
帝
国
大
学

京
都
帝
国
大
学

東
北
帝
国
大
学

九
州
帝
国
大
学

大
阪
帝
国
大
学

名
古
屋
帝
国
大
学

名
古
屋
医
科
大
学

東
京
工
業
大
学

神
戸
商
業
大
学

広
島
文
理
科
大
学

東
京
文
理
科
大
学

慶
応
義
塾
大
学

早
稲
田
大
学

中
央
大
学

日
本
大
学

名
古
屋
塁
商
業
学
校

同
志
社
高
等
商
業
学
校

東
洋
大
学

砲
術
学
校

松江高等学校 1 1

水戸高等学校 1

高等学校 静岡高等学校 1

第八高等学校 8 12 1 3 1

姫路高等学校 1

岐阜高等農林学校 1

京都高等工芸学校 1

広島高等工業学校 1
官立

浜松高等工業学校 1
専門学校

E実業専門学校
名古屋高等工業学校 1 3

高岡高等商業学校 1

名古屋高等商業学校 1 1

神戸高等商船学校 1

大阪外国語学校 1

広島高等師範学校 1
師範・高等師範

東京高等師範学校 1

高等学校 浪速高等学校 1
府県立

師範・高等師範 愛知県第一師範学校 1

市立
専門学校

E実業専門学校

横浜市立

@　　横浜商業専門学校
1

九州歯科医学専門学校 1専門学校

E実業専門学校 国学院大学高等師範部 1

宗教大学予科 1
私立

早稲田大学第一高等学院 1
大学予科

早稲田大学第二高等学院 3

日本大学予科 1

逓信官吏練習所 1
その他・不明

各種学校

@　　および不明 東京慈恵院 1

計 12 13 1 2 3 1 5 4 2 1 1 1 5 1 1 2 1 1 1

（東海中学校同窓会編、『昭和十五年十一月現在会員名簿』を基に作成。）
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綴表7凋設置者別．学校種：別，卒業年度別の記載数（帝国大学・大学）

官立 府県立 私立 帝大、大学の

搭L載なし
卒業年度

帝大 大学 大学 大学
計

1911 2 42 44

1912 34 34

1913 1 29 30

1914 39 39

1915 1 38 39

1916 1 34 35

1917 2 33 35

1918 1 14 42 57

1919 3 1 7 55 66

1920 2 1 15 74 92

1921 4 2 2 25 87 120

1922 9 3 3 27 78 120

1923 5 6 1 18 110 140

1924 6 5 31 122 164

1925 10 4 2 30 130 176

1926 6 5 1 30 174 216

1927 8 6 2 31 176 223

1928 7 3 43 180 233

1929 6 4 1 32 142 185

1930 10 6 2 29 196 243

1931 5 3 1 24 191 224

1932 3 2 24 183 212

1933 11 2 18 185 216

1934 3 2 14 189 208

1935 1 9 191 201

1936 1 11 219 231

1937 1 8 231 240

1938 8 224 232

1939 1 1 4 240 246
計 109 56 16 452 3，668 4，301

学
校
、
大
学
予
科
、
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
と
、
帝
国
大
学
、

大
学
へ
の
進
学
と
の
関
係
を
示
し
た
。
最
も
多
い
の
は
「
八
高
卒
、
京
大
卒
」
な

ど
、
つ
ま
り
第
八
高
等
学
校
か
ら
京
都
帝
国
大
学
へ
の
進
学
と
思
わ
れ
る
が
、
通

算
し
て
一
二
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
い
で
多
い
の
は
、
第
八
高
等
学

校
か
ら
東
京
帝
国
大
学
へ
の
進
学
で
あ
り
、
八
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
を
合
計
す

る
と
、
高
等
学
校
か
ら
帝
大
・
大
学
へ
の
進
学
を
果
た
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で

（東海中学校同窓会編、『昭和十五年十二月現在会員名簿』を基に作成。）

き
る
の
は
三
〇
名
で
あ
る
。

　
な
お
、
複
数
校
の
記
載
が
あ
る
も
の
の
大
学
の
記
載
が
な
い
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

複
数
の
大
学
名
が
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

（
4
）
仏
教
系
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学

　
先
ほ
ど
も
述
べ
た
通
り
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
中
学
校
卒
業
後
に

「
宗
教
宣
布
者
ト
ナ
リ
タ
ル
者
」
「
僧
侶
ト
ナ
リ
タ
ル
者
」
の
数
が
突
出

し
て
い
る
。
浄
土
宗
の
僧
侶
養
成
学
校
を
前
身
と
し
た
東
海
中
学
校
で

は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
　
門
表
9
猛
は
、
「
学
歴
、
職
業
、
勤
務
先
等
」

欄
に
「
住
職
」
あ
る
い
は
「
僧
侶
」
等
の
記
載
が
あ
る
生
徒
を
選
び
、

学
歴
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
進
学
先
の
複
数
記
載
は
除
く
）
。

通
算
で
一
〇
六
名
を
確
認
で
き
た
。
「
僧
侶
」
「
住
職
」
等
の
記
載
が
あ

る
者
の
う
ち
、
進
学
先
と
し
て
宗
教
大
学
の
記
載
が
あ
る
者
が
通
算
三

、
一
名
、
私
立
仏
教
専
門
学
校
が
二
六
名
、
大
正
大
学
が
一
一
名
と
な
っ

て
い
る
。
仏
教
系
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
後
、
寺
院
住
職
と
な
る
と

い
う
一
定
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
進
学

を
果
た
し
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
い
た
の
か
に
つ
い
て
の
詳
し
い
分
析

は
鴉
稿
で
行
い
た
い
。
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て
い
る
。
し
か
し
、
比
率
で
み
る
と
、
大
学
予
科
を
合
わ
せ
て
も
二
割
に
達
し
て

い
な
い
（
四
図
3
麟
参
照
）
。
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の
は
専
門
学
校
・
実
業
専

門
学
校
へ
の
進
学
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
帝
国
大
学
、
大
学
へ
の
進
学

　
門
表
5
猛
を
み
る
と
、
お
よ
そ
八
五
％
の
卒
業
者
に
大
学
名
の
記
載
が
な
い
。

専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
の
記
載
が
圧
倒
的
多
数
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
大

学
ま
で
進
学
し
た
者
は
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
四
表
7
麟
は

帝
国
大
学
、
大
学
の
記
載
が
あ
っ
た
も
の
の
卒
業
年
度
別
推
移
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
一
九
、
一
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
前
半
に
つ
い
て
は
、
帝
国
大
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

記
載
が
、
多
い
時
で
二
名
に
の
ぼ
っ
て
い
た
（
一
九
三
三
年
）
。
最
も
多
い
の

は
私
立
大
学
の
記
載
で
あ
り
、
二
九
年
間
の
通
算
で
四
五
二
件
を
確
認
で
き
た
。

　
こ
こ
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
大
学
名
の
記
載
を
み
る
と
、
多
く
は
私
立
大
学

で
あ
っ
た
。
早
稲
田
大
学
が
通
算
で
最
多
の
一
〇
卿
名
で
あ
り
、
つ
い
で
明
治
大

学
七
一
名
、
慶
応
義
塾
大
学
四
〇
名
と
続
く
。
ま
た
、
大
正
大
学
（
三
八
名
）
、

宗
教
大
学
（
、
一
一
名
）
も
一
定
数
の
記
載
が
あ
っ
た
。
府
県
立
の
大
学
と
し
て
は
、

愛
知
医
科
大
学
、
京
都
府
立
医
科
大
学
、
大
阪
医
科
大
学
の
記
載
が
あ
っ
た
。
帝

国
大
学
は
「
帝
大
」
と
分
類
し
た
が
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
東
京
帝
国
大
学
で

あ
り
、
大
正
二
倉
九
一
三
）
年
か
ら
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
問
で
四
〇
名

の
記
載
が
み
ら
れ
た
。
つ
い
で
京
都
帝
国
大
学
が
一
九
名
で
あ
っ
た
。

③
複
数
記
載

　
以
上
の
う
ち
、
複
数
の
学
校
名
が
記
載
し
て
あ
る
も
の
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

隅
表
8
擁
は
複
数
記
載
が
あ
る
五
八
名
の
学
校
名
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
等

□各種学校および不明

國実業学校

□陸海軍関係学校

國師範・高等師範

團専門学校・実業専門学校

團大学予科

□高等学校

㎜
　
蝋
　
臓
　
脳
　
脳
　
臨
　
幅
　
㍊
　
脳
　
脳

0％
　　d　　　N　　　m　　　寸　　　L∩　　o　　　卜　　　00　　0　　　0　　　d　　　N　　　60　　寸　　　Ln　　o　　　卜　　　oo　　o　　　o　　　竃一l　　N　　　m　　　寸　　　Ln　　o　　　卜
　　甲→　　　H　　　Ψ→　　　甲→　　　甲→　　　甲→　　　甲→　　　甲→　　　Ψ→　　　N　　　N　　　N　　　N　　　N　　　N　　　N　　　N　　　N　　　N　　　m　　　m　　　o◎　　　m　　　m　　　m　　　m　　　m
　　o　　　（ハ　　　σ㌔　　σ1　　σ㌔　　σ㍉　　o　　　σ㌔　　σ㌔　　⊂ハ　　　⊂ハ　　　（ハ　　　o　　　σ㌔　　σ㌔　　σ㌔　　σ1　　0　　　σ㌔　　σ㌔　　⊂ハ　　　①　　　o　　　（ハ　　　o　　　σ㌔　　σ㌔
　　マ→　　　r■1　　　甲・1　　　甲・1　　　甲・1　　　甲→　　　甲→　　　甲→　　　▼→　　　▼→　　　▼→　　　マ→　　　マ■l　　　r→　　　甲・1　　　甲・1　　　甲・1　　　甲→　　　甲→　　　▼→　　　▼→　　　▼→　　　▼→　　　r→　　　マ■1　　　甲・1　　　甲弓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東海中学校同窓会編、「昭和十五年十一月現在

【図3】東海中学校における高等学校・大学予科・専門学校等進学の構成比

韻§
竃一1　　H

　会員名簿』を基に作成。）
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瓢表磯設置者別．学校種：別，卒業年度別の記載数（高等学校・大学予科・専門学校等）

計

44

34

30

39

39

35

36

57

66

92

伽
㎜
蜘
観
照
鵬
㎜
鵬
鰯
脇
泌
鵬
餌
鵬
蹴
蹴
㎜
魏
脇調
4

記
載
な
し

23

27

19

20

26

21

15

43

52

66

79

91

㎜
93

肪
㎜
囎
皿
㎎
幽
協
四
鵬
囎

m鵬
㎜
鵬
酩胴
2

他
明
禦

各
種
学
校
お
よ
び
不
明

1

2

3

3

2

1

5

5

3

4

1

4

8

4

5

2

3

2

1

4

7

9

5

84

陸
海
軍
関
係
学
校

1

1

2

2

1

2

2

2

1

3

2

1

1

7

5

7

40

各
種
学
校
お
よ
び
不
明

1

2

5

8

2

7

7

13

3

6

1

2

2

59

実
業
学
校

1

1

立
私

専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校

14

2

7

13

11

10

8

3

7

3

9

5

10

16

21

27

19

16

18

29

22

21

27

19

38

44

41

32

20

鵬

大
学
予
科

1

1

2

3

2

1

8

4

2

4

6

7

20

16

14

5

96

立
市

専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校

2

5

5

7

10

3

4

2

4

5

3

2

52

実
業
学
校

1

1

師
範
・
高
等
師
範

1

1

1

1

1

2

1

2

2

1

4

1

11

9

8

1

5

3

5

7

9

5

6

8

9

10

M

立
県
府

専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校

3

2

1

1

1

2

1

1

12

大
学
予
科

1

2

1

4

高
等
学
校

1

1

1

3

6

師
範
・
高
等
師
範

1

1

2

1

1

1

1

2

1

11

立
官

専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校

3

2

3

2

4

8

5

6

17

24

17

23

36

26

36

35

18

32

31

25

28

38

31

35

40

39

45

39

棚

大
学
予
科

1

2

1

2

6

高
等
学
校

1

1

2

1

1

3

5

6

6

6

2

9

7

6

9

4

1

2

3

8

3

86

卒
業
年
度

1
1
1
9
1
2
1
9
1
3
1
9
1
4
1
9
1
5
1
9
1
6
1
91
7
1
9
1
8
1
9
1
9
1
9
2
0
1
9
2
1
1
9
2
2
1
9
2
3
1
9
2
4
1
9
2
5
1
9
2
6
1
9
2
7
1
9
2
8
1
9
2
9
1
9
3
0
1
9
3
1
1
9
3
2
1
9
3
3
1
9
3
4
1
9
3
5
1
9
3
6
1
9
3
7
1
9
3
8
1
9
3
9
1
9

計

（東海中学校同窓会編、『昭和十五年十一月現在会員名簿』を基に作成。）※複数記載も含む。
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瓢表5灘設置者別．学校種：別の記載数

局等学校、大学予科、専門学校等 帝国大学、大学

設置者 学校種 記載数 比率 設置者 学校種 記載数 比率

官立 高等学校 86 2．0％ 官立 帝大 109 2．5％

大学予科 6 0．1％ 大学 56 1．3％

専門学校・実業専門学校 648 15．1％

師範・高等師範 11 0．3％

府県立 高等学校 6 0．1％ 府県立 大学 16 0．4％

大学予科 4 0．1％

専門学校・実業専門学校 12 0．3％

師範・高等師範 114 2．7％

実業学校 1 0．0％

市立 専門学校・実業専門学校 52 1．2％

私立 大学予科 96 2．2％ 私立 大学 452 10．5％

専門学校・実業専門学校 512 11．9％

実業学校 1 0．0％

各種学校および不明 59 1．4％

その他・不明 陸海軍関係学校 40 0．9％

各種学校および不明 84 2．0％

高等学校、大学予科、専門学校等の記載なし 2，574 59．8％ 帝大、大学の記載なし 3，668 85．3％

計 4，306 100．0％ 計 4，301 100．0％

（東海中学校同窓会編、『昭和十五年十一月現在　会員名簿』を基に作成。）※複数記載も含む。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

の
進
学
が
一
〇
別
名
と
な
っ
て
い
た
。
つ
い
で
多
い
の
は
「
岡
師
卒
」
、

「
三
重
師

卒
」
、
二
師
二
部
」
な
ど
の
師
範
学
校
で
あ
る
。
最
多
は
愛
知
県
第
一
師
範
学
校

の
九
一
名
で
あ
り
、
次
に
多
い
の
は
丁
丁
師
範
学
校
一
一
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

官
立
に
つ
い
で
、
私
立
の
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
へ
の
進
学
も
目
立
つ
。

こ

の
う
ち
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
へ
の
進
学
が
、
九
七
名
、
つ
い

で
私
立
仏
教
専
門
学
校
へ
の
進
学
が
四
九
名
で
あ
っ
た
。
日
本
大
学
専
門
部
（
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

四
名
）
、
名
古
屋
薬
学
専
門
学
校
（
四
一
名
）
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
市
立
の
岐
阜
薬
学
専
門
学
校
も
四
七
名
と
な
っ
て
い
る
。

官
公
私
立
を
合
わ
せ
る
と
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
の
記
載
が
一
、
二
二
〇

名
、
学
歴
欄
の
記
載
が
な
い
も
の
も
含
め
る
全
体
の
、
お
よ
そ
二
八
・
四
％
に
の

ぼ
る
。卒

業
年
度
別
に
み
る
と
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
　
門
表
6
嶽
は
設
置
者
別
、
学

校
種
別
、
卒
業
年
度
別
に
み
た
記
載
数
で
あ
る
。
ま
た
、
　
門
司
6
猛
を
基
に
学
校

種
鴉
に
み
た
構
成
比
を
門
図
3
富
と
し
て
示
し
た
。
先
ほ
ど
も
述
べ
た
通
り
、
最

も
多
い
の
は
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
の
記
載
で
あ
っ
た
。
設
置
者
珊
に
み
る

と
、
一
九
一
〇
年
代
に
は
私
立
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
へ
の
進
学
が
多
い
が
、

一
九
、
一
〇
年
代
以
降
、
官
立
が
私
立
を
上
回
る
年
度
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

官
立
高
等
学
校
の
記
載
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
が
、

一
九
二
〇
年
以
降
、
次
第
に
数
を
伸
ば
し
て
き
た
。
最
多
で
一
九
三
〇
年
の
九
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

で
あ
り
、
内
訳
を
み
る
と
、
第
八
高
等
学
校
が
五
名
、
県
外
で
は
山
旦
尚
等
学
校
、

静
岡
高
等
学
校
、
松
江
高
等
学
校
、
水
戸
高
等
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
っ
と
な
つ
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（
2
）
『
名
簿
』
中
「
学
歴
．
職
業
．
勤
務
先
等
」
欄
に
つ
い
て

　
東
海
中
学
校
同
窓
会
が
作
成
し
た
『
名
簿
』
中
の
「
学
歴
、
職
業
、
勤
務
先
等
」

欄
の
記
載
を
基
に
、
卒
業
後
の
進
学
先
と
し
て
ど
の
よ
う
な
学
校
が
あ
っ
た
の
か

　
　
　
　
（
1
5
）

を
検
討
す
る
。
「
同
窓
会
規
約
」
に
は
、
会
員
と
し
て
以
下
の
者
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
　
本
会
々
員
は
東
海
中
学
校
の
現
旧
職
員
及
び
卒
業
生
並
に
四
年
終
了
後
高

　
　
等
専
門
学
校
に
入
学
し
た
る
者
を
以
て
組
…
織
し
永
く
本
会
々
員
た
る
も
の
と
す

　
　
　
尚
本
校
に
特
認
の
関
係
あ
る
者
又
は
本
校
生
徒
た
り
し
者
に
し
て
本
会
が

　
　
適
当
と
認
め
た
る
時
は
会
員
に
推
薦
す
る
こ
と
を
得

　
先
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
『
名
簿
』
も
、
「
附
言
」
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

明
の
点
が
多
く
、
ま
た
、
実
際
と
相
違
す
る
場
合
も
あ
る
。
把
握
で
き
る
情
報
は

限
ら
れ
て
い
る
が
、
進
学
の
概
況
を
長
期
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

期
問
は
明
治
四
五
（
一
九
一
一
一
）
年
三
月
第
一
回
卒
業
生
か
ら
、
昭
和
一
五
（
一

九
四
〇
）
年
三
月
第
二
九
回
卒
業
生
ま
で
、
四
、
三
〇
一
名
を
対
象
と
し
た
。
な

お
、
『
名
簿
』
末
尾
に
は
、
「
第
三
十
回
」
と
し
て
「
四
修
」
と
記
載
の
あ
る
三
論

の
氏
名
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
三
名
に
つ
い
て
は
分
析
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

　
以
下
の
よ
う
な
分
類
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
ま
ず
、
「
学
歴
、
職
業
、
勤
務

先
等
」
欄
の
記
載
事
項
よ
り
進
学
先
と
思
わ
れ
る
学
校
名
を
判
断
し
た
。
学
校
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
判
断
に
際
し
て
は
、
『
文
部
省
年
報
』
巻
末
の
学
校
別
一
覧
お
よ
び
『
学
校
名

　
　
　
（
1
8
）

変
遷
総
覧
」
を
利
用
し
た
。
こ
れ
ら
を
用
い
て
も
判
断
が
で
き
か
ね
る
も
の
、
進

学
先
な
の
か
就
職
先
な
の
か
判
断
が
難
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
他
・
不

　
　
　
　
（
1
9
）

明
」
と
し
た
。
次
に
こ
の
学
校
名
に
基
づ
き
、
設
置
者
を
官
立
、
府
県
立
、
市
立
、

私
立
等
に
分
類
し
、
さ
ら
に
学
校
種
別
の
分
類
と
し
て
、
帝
大
、
大
学
、
高
等
学

校
、
大
学
予
科
等
に
分
類
し
た
。
単
独
の
記
載
が
大
半
で
あ
る
が
、
複
数
の
記
載

も
五
八
件
み
ら
れ
た
。

　
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
四
月
一
日
よ
り
「
大
学
令
」
が
施
行
さ
れ
た
の
で
、

「
大
学
」
と
名
の
つ
く
も
の
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ま
で
は
「
専
門
学
校
」
と
分
類
し

（
2
0
）

た
。
ま
た
、
直
轄
の
高
等
⊥
業
、
高
等
商
業
、
高
等
農
業
等
は
、
「
専
門
学
校
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

実
業
専
門
学
校
」
に
分
類
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
直
轄
学
校
に
つ
い
て
は
、

専
門
学
校
令
（
明
治
三
六
年
三
月
二
七
ロ
、
勅
令
第
六
一
号
）
附
則
第
一
六
条
に
、

「
千
葉
医
学
専
門
学
校
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
、
岡
山
医
学
専
門
学
校
、
金
沢
医

学
専
門
学
校
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
、
東
京
外
国
語
学
校
、
東
京
美
術
学
校
及
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

京
音
楽
学
校
ハ
本
令
施
行
ノ
ロ
ヨ
リ
専
門
学
校
ト
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
専
門

学
校
・
実
業
専
門
学
校
」
に
分
類
し
た
。

（
3
）
学
歴
記
載
事
項
の
集
計

　
以
上
の
分
類
に
基
づ
き
集
計
し
た
結
果
が
門
表
5
富
で
あ
る
。
複
数
の
学
校
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
む
延
べ
数
で
あ
る
。
以
下
、
①
高
等
学
校
・
大
学

予
科
・
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
、
②
帝
国
大
学
・
大
学
へ
の
進
学
、
③
複
数
記
載

に
分
け
て
考
え
て
み
る
。

①
高
等
学
校
・
大
学
予
科
・
専
門
学
校
等
へ
の
進
学

　
隅
表
5
擁
よ
り
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
、
官
立
の
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校

へ
の
進
学
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
六
四
八
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

内
訳
を
示
す
と
、
名
古
屋
高
等
⊥
業
学
校
（
愛
知
郡
御
器
二
村
）
へ
の
進
学
が
二

六
九
名
で
最
多
で
あ
り
、
つ
い
で
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
（
愛
知
郡
呼
続
町
）
へ
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瓢表4灘卒業者に占める「官公立専門学校及之ト同程度学校入学者」の比率

進学者数 卒業者に占める比率

年代 県立 私立 県立 私立

第一 明倫 名古屋 尾張 東海 愛知 第一 明倫 名古屋 尾張 東海 愛知

1903 17 5 18．9％ 31．3％

1904 29 2 18．5％ 8．7％

1905 42 22 33．6％ 32．4％

1906 15 34 0 12．4％ 39．5％

1907 17 19 1 14．0％ 23．5％ 12．5％

1908 27 9 2 0 22．5％ 12．7％ 28．6％

1909 57 10 4 0 0 40．1％ 12．3％ 57．1％

1910 35 13 0 0 0 21．2％ 15．7％ 0．0％

1911 31 11 8 0 0 20．9％ 14．3％ 34．8％

1912 28 10 3 0 15 20．6％ 13．9％ 8．6％ 35．7％

1913 37 12 8 4 3 27．4％ 16．0％ 20．0％ 16．0％ 9．1％

1914 41 9 14 0 9 27．5％ 12．2％ 29．8％ 0．0％ 31．0％

1915 38 18 12 13 9 23．9％ 17．6％ 26．7％ 26．0％ 25．0％

1916 34 18 8 4 12 20．9％ 19．6％ 15．1％ 8．3％ 34．3％

1917 31 13 8 10 12 24．4％ 13．5％ 14．3％ 22．2％ 34．3％

1918 32 16 14 13 11 20．3％ 19．5％ 26．9％ 17．6％ 32．4％

1919 20 26 17 15 17 14．3％ 29．9％ 28．8％ 26．3％ 30．9％

1920 44 39 8 14 13 29．3％ 41．5％ 34．8％ 21．5％ 20．6％

1921 43 24 25 13 24 31．9％ 31．2％ 32．1％ 19．1％ 26．4％

1923 29 23 23 24 44 27．9％ 25．0％ 23．0％ 23．1％ 38．9％

1924 30 58 21 7 61 27．3％ 60．4％ 18．4％ 7．1％ 45．5％

1925 28 27 29 8 70 3 22．2％ 25．0％ 23．8％ 8．1％ 44．6％ 4．8％

1926 28 32 31 17 88 6 19．7％ 29．4％ 17．9％ 14．7％ 53．7％ 7．7％

1927 30 19 26 40 71 3 21．1％ 17．4％ 13．4％ 38．5％ 34．8％ 3．7％

1928 33 24 33 33 107 9 19．6％ 14．2％ 18．2％ 30．3％ 50．7％ 8．3％

1929 23 27 18 48 89 6 16．7％ 16．2％ 9．8％ 37．5％ 38．9％ 6．8％

1930 32 24 27 43 116 12 18．4％ 16．1％ 15．3％ 41．0％ 64．4％ 12．6％

1931 27 43 42 23 109 17 18．9％ 25．9％ 37．5％ 14．2％ 46．0％ 18．1％

1932 49 32 14 42 100 6 23．0％ 16．3％ 7．6％ 42．0％ 46．7％ 6．9％

1933 29 32 35 29 96 2 15．0％ 16．2％ 20．7％ 37．7％ 45．7％ 2．7％

1934 35 43 21 31 72 8 17．2％ 19．7％ 20．2％ 52．5％ 33．6％ 15．1％

1935 40 35 22 22 43 9 19．5％ 17．2％ 23．7％ 48．9％ 20．8％ 15．5％

1936 47 4 17 25 32 11 22．7％ 11．4％ 44．7％ 26．9％ 16．1％ 14．1％

1937 65 46 25 23 62 7 31．0％ 20．8％ 35．7％ 57．5％ 28．1％ 10．1％

1938 60 34 30 43 81 19 30．6％ 16．3％ 42．9％ 60．6％ 34．8％ 24．4％

※1919年以前については、「官公私立諸学十二入学ノ者」、1920年以降については、「官公立専門学校及之ト同程度学校入

学者」「私立専門学校自記ト同程度学校入学者」の合算を示した。なお、空欄は学校名の記載自体がないことを示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年度の『中学校二関スル諸調査』を基に作成。）
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瓢表樋中学校卒業者に占める「高等学校大学予科入学者」の比率

進学者数 卒業者に占める比率

年代 県立 私立 県立 私立

第一 明倫 名古屋 尾張 東海 愛知 第一 明倫 名古屋 尾張 東海 愛知

1903 23 0 25．6％ 0．0％

1904 17 0 10．8％ 0．0％

1905 16 0 12．8％ 0．0％

1906 17 0 0 14．0％ 0．0％

1907 17 0 0 14．0％ 0．0％ 0．0％

1908 19 3 0 0 15．8％ 4．2％ 0．0％

1909 20 9 0 0 0 14．1％ 11．1％ 0．0％

1910 28 8 0 0 0 17．0％ 9．6％ 0．0％

1911 27 10 0 0 0 18．2％ 13．0％ 0．0％

1912 22 9 0 0 0 16．2％ 12．5％ 0．0％ 0．0％

1913 14 16 1 0 0 10．4％ 21．3％ 2．5％ 0．0％ 0．0％

1914 9 14 1 0 1 6．0％ 18．9％ 2．1％ 0．0％ 3．4％

1915 12 12 2 0 2 7．5％ 11．8％ 4．4％ 0．0％ 5．6％

1916 22 3 2 1 0 13．5％ 3．3％ 3．8％ 2．1％ 0．0％

1917 12 5 1 1 0 9．4％ 5．2％ 1．8％ 2．2％ 0．0％

1918 16 6 1 0 2 10．1％ 7．3％ 1．9％ 0．0％ 5．9％

1919 14 6 0 0 3 10．0％ 6．9％ 0．0％ 0．0％ 5．5％

1920 14 5 8 0 0 9．3％ 5．3％ 34．8％ 0．0％ 0．0％

1921 12 12 4 1 1 8．9％ 15．6％ 5．1％ 1．5％ 1．1％

1923 28 7 9 2 31 26．9％ 7．6％ 9．0％ 1．9％ 27．4％

1924 25 18 5 2 38 22．7％ 18．8％ 4．4％ 2．0％ 28．4％

1925 22 35 3 10 16 20 17．5％ 32．4％ 2．5％ 10．1％ 10．2％ 31．7％

1926 12 18 2 19 18 22 8．5％ 16．5％ 1．2％ 16．4％ 11．0％ 28．2％

1927 50 24 4 2 13 11 35．2％ 22．0％ 2．1％ 1．9％ 6．4％ 13．4％

1928 48 17 1 17 21 7 28．6％ 10．1％ 0．6％ 15．6％ 10．0％ 6．4％

1929 40 18 16 3 16 14 29．0％ 10．8％ 8．7％ 2．3％ 7．0％ 15．9％

1930 52 32 16 0 14 13 29．9％ 21．5％ 9．1％ 0．0％ 7．8％ 13．7％

1931 32 20 2 17 19 10 22．4％ 12．0％ 1．8％ 10．5％ 8．0％ 10．6％

1932 40 21 13 1 12 9 18．8％ 10．7％ 7．0％ 1．0％ 5．6％ 10．3％

1933 46 22 21 11 15 1 23．8％ 11．1％ 12．4％ 14．3％ 7．1％ 1．4％

1934 50 24 11 1 15 4 24．6％ 11．0％ 10．6％ 1．7％ 7．0％ 7．5％

1935 28 17 10 9 1 5 13．7％ 8．3％ 10．8％ 20．0％ 0．5％ 8．6％

1936 28 1 6 16 1 7 13．5％ 2．9％ 15．8％ 17．2％ 0．5％ 9．0％

1937 39 6 13 3 0 5 18．6％ 2．7％ 18．6％ 7．5％ 0．0％ 7．2％

1938 34 13 20 0 1 4 17．3％ 6．3％ 28．6％ 0．0％ 0．4％ 5．1％

※1919年以前については「高等学校二入学ノ者」。

※私立については明治・大正期設置校のみを記載した。また、『全国中学校二関スル諸調査』第6巻は1919（大正8）年～1921（大

正10）年、同第7巻は1923（大正12）年および1924（大正13）年のデータであり、1922（大正11）年については収録されていな

い。【表4】についても同様。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年度の『中学校二関スル諸調査』を基に作成。）
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て
は
一
九
三
〇
年
以
前
に
は
記
載
が
み
ら
れ
な
い
が
、

宣
布
者
や
僧
侶
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）
。

そ
れ
ま
で
に
も
一
定
数
の

2
．
東
海
中
学
校
卒
業
着
の
進
学
先

（
一
）
愛
知
楽
士
の
進
学
状
況

　
愛
知
県
内
に
設
置
さ
れ
た
各
中
学
校
の
進
学
動
向
に
つ
い
て
、
『
全
国
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

二
関
ス
ル
諸
調
査
』
か
ら
簡
単
に
お
さ
え
て
お
く
。
　
隅
表
3
擁
　
門
表
4
富
は
、
愛

知
県
内
の
私
立
中
学
校
を
中
心
に
、
卒
業
者
に
占
め
る
上
級
学
校
進
学
者
の
比
率

を
年
次
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
県
立
に
つ
い
て
は
第
一
中
学
校
、

明
倫
中
学
校
の
み
を
示
し
た
。
　
門
表
3
麟
が
高
等
学
校
・
大
学
予
科
へ
の
進
学
者
、

門
表
4
富
が
官
公
私
立
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
者
の
比
率
で
あ
る
。
高
等
学
校
・

大
学
予
科
へ
の
進
学
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
県
立
第
一
中
学
校
に
お
い
て
高
く
、

最
も
高
い
一
九
二
七
年
で
三
五
・
、
一
％
で
あ
っ
た
。
旧
藩
主
徳
川
家
に
よ
り
設
立

さ
れ
、
そ
の
後
一
九
一
九
年
に
県
立
移
管
し
た
明
倫
中
学
校
に
お
い
て
も
高
い
値

を
と
っ
て
お
り
、
一
九
二
五
年
に
三
一
∵
四
％
に
達
し
て
い
る
。
一
方
、
私
立
の

東
海
中
学
校
を
み
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
で
三
割
近
く
に
達
し
て
お
り
、
一

九
二
三
年
、
一
九
二
四
年
、
一
九
、
一
六
年
に
お
い
て
は
第
一
中
学
校
を
こ
え
て
い

る
。
し
か
し
、
県
立
第
一
に
お
い
て
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
高
い
値
を
と
っ
て
お
り
、

芳
で
私
立
中
学
校
は
年
度
に
よ
る
高
下
が
激
し
㍉
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
者

を
み
る
と
、
逆
に
私
立
中
学
校
で
高
い
年
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

瓢表躍道府県別にみた「宗教三布者トナリタル者」「僧侶トナリタル者」の数

府県名 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942
岩手 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

秋田 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山形 0 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

福島 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0

茨城 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

千葉 0 0 0 3 0 0 0 1 0 0 2 0 0

神奈川 22 9 3 0 8 8 2 0 0 0 0 0 0

新潟 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福井 17 22 22 27 23 13 6 6 6 9 0 4 3

静岡 0 0 0 1 0 1 2 1 0 0 0 0 0

愛知 32 25 0 22 16 11 22 9 12 12 6 0 0

三重 0 0 3 4 1 0 4 0 0 0 0 0 0

滋賀 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

泉都 77 54 59 40 41 32 29 17 7 15 0 0 0

大阪 0 0 5 2 0 0 1 0 4 0 0 0 0

奈良 34 62 39 51 32 43 0 0 49 40 98 24 0

鳥取 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

島根 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

岡山 0 0 0 0 2 6 0 1 0 0 0 0 0

広島 0 0 2 3 2 5 5 3 3 0 0 0 0

山口 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

徳島 0 1 0 2 3 0 0 1 0 0 0 0 1

愛媛 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

長崎 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0

大分 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0

計 182 178 139 159 132 120 78 43 82 77 106 29 4

（各年度の『文部省年報』を基に作成。）
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瓢表覇府県別にみた進学比率と順位

1900 1905 1910 1915 1920 1925 1930 1935 1940

府県名
比
率
順
位
比
率
順
位
比
率
順
位
比
率
順
位
比
率
順
位
比
率
順
位
比
率
順
位
比
率
順
位
比
率
順
位

北海道 52．2％ 18 21．7％ 45 19．0％ 37 33．2％ 13 37．1％ 23 35．8％ 29 26．5％ 25 23．7％ 25 49．1％ 2

青森 37．0％ 33 20．5％ 46 17．4％ 40 19．1％ 43 21．4％ 45 29．9％ 41 26．2％ 27 18．9％ 40 40．7％ 17

岩手 65．7％ 4 41．9％ 19 20．8％ 34 35．2％ 8 39．2％ 14 26．9％ 43 21．4％ 40 23．3％ 26 33．3％ 36

宮城 58．1％ 14 38．2％ 27 23．9％ 27 26．4％ 32 36．0％ 28 54．8％ 1 36．3％ 6 32．1％ 5 42．3％ 13

秋田 35．3％ 37 41．8％ 20 29．6％ 15 33．2％ 14 47．0％ 5 30．0％ 38 28．8％ 20 27．2％ 17 43．1％ 12

山形 45．1％ 27 35．0％ 34 38．2％ 5 36．5％ 7 41．8％ 10 36．5％ 27 26．7％ 24 25．6％ 21 40．8％ 16

福島 26．3％ 43 34．7％ 36 13．1％ 46 18．2％ 44 28．2％ 40 28．2％ 42 20．1％ 42 20．2％ 37 28．4％ 42

茨城 59．7％ 10 52．2％ 6 27．4％ 20 27．5％ 30 34．1％ 29 32．5％ 34 18．9％ 45 21．8％ 32 36．3％ 28

栃木 25．4％ 45 24．0％ 44 13．8％ 43 19．2％ 42 25．1％ 43 19．0％ 46 18．7％ 46 16．7％ 44 34．8％ 32

群馬 26．1％ 44 15．4％ 47 12．6％ 47 30．8％ 24 37．2％ 20 37．6％ 25 29．6％ 15 18．3％ 42 37．8％ 22

埼玉 51．1％ 21 42．6％ 17 26．2％ 22 37．5％ 4 25．5％ 42 43．9％ 15 25．2％ 32 21．2％ 34 30．1％ 40

千葉 36．4％ 34 38．0％ 28 22．7％ 30 25．1％ 34 23．2％ 44 22．5％ 44 19．6％ 43 13．6％ 47 22．0％ 47
東京 60．6％ 7 48．7％ 12 39．0％ 1 47．0％ 1 54．7％ 1 53．7％ 2 48．2％ 1 50．0％ 1 53．2％ 1

神奈川 36．0％ 30 35．7％ 10 33．9％ 10 46．5％ 6 42．3％ 18 40．3％ 2 31．2％ 6 45．0％ 6

新潟 59．6％ 11 57．2％ 3 21．4％ 33 26．4％ 31 36．2％ 27 29．9％ 39 24．5％ 33 18．4％ 41 35．3％ 30

富山 67．3％ 2 43．6％ 16 23．0％ 28 32．2％ 17 29．3％ 39 50．2％ 4 28．7％ 21 27．4％ 16 43．4％ 10

石川 63．9％ 5 48．9％ 11 17．7％ 39 25．4％ 33 36．5％ 26 45．8％ 13 28．9％ 19 22．6％ 29 41．4％ 15

福井 60．5％ 8 34．9％ 35 38．6％ 3 33．6％ 12 34．1％ 30 33．2％ 33 21．0％ 41 21．1％ 35 44．3％ 7

山梨 66．7％ 3 56．6％ 4 25．2％ 25 31．4％ 23 20．5％ 46 21．2％ 45 34．6％ 8 34．8％ 4 34．5％ 33

長野 35．0％ 38 41．7％ 21 22．7％ 29 34．3％ 9 34．0％ 31 35．3％ 31 22．5％ 39 19．2％ 38 36．6％ 26

岐阜 41．1％ 30 39．2％ 25 19．2％ 36 21．0％ 39 44．1％ 7 48．2％ 7 30．9％ 14 25．6％ 23 37．5％ 24
静岡 32．7％ 39 38．2％ 26 22．6％ 31 16．8％ 45 41．3％ 11 47．0％ 10 25．8％ 28 29．5％ 8 39．0％ 20

愛知 36．1％ 36 35．0％ 33 29．1％ 17 31．7％ 21 37．2％ 21 49．0％ 6 36．7％ 5 28．4％ 13 43．5％ 9

三重 61．9％ 6 44．7％ 15 36．0％ 9 31．6％ 22 38．8％ 15 45．3％ 14 34．1％ 9 28．5％ 12 43．1％ 11

滋賀 37．9％ 32 41．6％ 22 20．8％ 35 28．6％ 28 37．6％ 18 47．6％ 9 22．8％ 37 35．9％ 3 35．9％ 29

京都 59．8％ 9 59．5％ 2 37．1％ 8 40．5％ 3 48．0％ 3 51．2％ 3 40．2％ 3 28．6％ 11 45．4％ 5

大阪 47．4％ 24 52．6％ 5 30．6％ 14 37．3％ 5 39．3％ 13 49．1％ 5 37．4％ 4 37．7％ 2 48．8％ 3

兵庫 45．3％ 26 41．2％ 23 37．8％ 7 41．9％ 2 47．2％ 4 46．3％ 11 35．7％ 7 28．0％ 15 44．2％ 8

奈良 43．6％ 28 49．6％ 10 13．1％ 45 21．7％ 37 33．1％ 34 29．9％ 40 29．1％ 17 23．1％ 28 24．7％ 45

和歌山 57．9％ 15 35．2％ 32 22．1％ 32 32．1％ 18 38．4％ 16 40．4％ 21 25．7％ 30 21．9％ 31 29．3％ 41

鳥取 36．2％ 35 27．4％ 41 13．3％ 44 16．4％ 46 29．5％ 37 38．6％ 23 29．0％ 18 19．2％ 39 30．9％ 39

島根 52．8％ 16 31．9％ 40 24．6％ 26 32．1％ 19 37．0％ 24 41．6％ 19 29．2％ 16 17．4％ 43 25．9％ 44
岡山 58．8％ 13 35．6％ 31 35．3％ 11 33．7％ 11 33．7％ 33 37．6％ 26 28．5％ 22 22．3％ 30 32．6％ 37

広島 52．0％ 19 50．0％ 8 37．8％ 6 29．5％ 27 36．7％ 25 42．5％ 17 32．9％ 12 28．7％ 10 40．4％ 18

山ロ 49．6％ 22 42．4％ 18 38．3％ 4 33．0％ 16 43．3％ 8 47．9％ 8 34．0％ 10 30．9％ 7 37．5％ 23

徳島 39．1％ 31 34．6％ 37 29．3％ 16 21．8％ 36 32．5％ 35 40．8％ 20 23．0％ 36 21．3％ 33 39．1％ 19

香川 49．5％ 23 36．3％ 29 17．8％ 38 30．1％ 26 29．5％ 38 43．5％ 16 26．8％ 23 26．6％ 18 34．8％ 31

愛媛 22．5％ 46 47．3％ 13 34．9％ 12 24．9％ 35 39．3％ 12 39．0％ 22 24．0％ 34 25．6％ 22 36．5％ 27

高知 27．7％ 41 26．3％ 43 25．7％ 24 19．9％ 41 37．1％ 22 46．1％ 12 25．8％ 29 24．3％ 24 33．7％ 35

福岡 59．5％ 12 49．8％ 9 28．1％ 19 36．6％ 6 30．4％ 36 36．3％ 28 31．1％ 13 26．2％ 19 41．9％ 14

佐賀 32．1％ 40 51．5％ 7 27．3％ 21 30．2％ 25 42．6％ 9 35．6％ 30 23．9％ 35 26．1％ 20 38．8％ 21

長崎 41．1％ 29 33．8％ 39 28．6％ 18 32．0％ 20 37．6％ 19 33．6％ 32 33．4％ 11 29．5％ 9 37．1％ 25

熊本 46．1％ 25 34．4％ 38 38．8％ 2 33．0％ 15 52．3％ 2 37．6％ 24 25．6％ 31 28．0％ 14 45．9％ 4

大分 52．7％ 17 45．1％ 14 31．4％ 13 20．6％ 40 38．3％ 17 31．8％ 36 26．2％ 26 20．3％ 36 34．0％ 34

宮崎 51．7％ 20 65．1％ 1 16．2％ 42 21．6％ 38 26．9％ 41 31．3％ 37 19．1％ 44 13．8％ 46 27．8％ 43

鹿児島 81．6％ 1 40．6％ 24 25．9％ 23 27．6％ 29 33．8％ 32 32．3％ 35 22．6％ 38 23．1％ 27 31．6％ 38

沖縄 26．9％ 42 26．8％ 42 16．4％ 41 11．4％ 47 17．4％ 47 10．2％ 47 8．5％ 47 15．5％ 45 23．5％ 46
※1900年の神奈川県については『文部省年報』中に記載がない。 （各年度の『文部省年報』を基に作成。）



197旧制東海中学校における卒業後の進学動向について

五
年
以
降
は
進
学
比
率
が
再
び
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。

　
府
県
鴉
の
検
討
を
行
う
。
「
就
職
か
進
学
か
」
と
い
う
観
点
で
各
府
県
の
状
況

を
把
握
し
て
み
た
い
。
　
門
図
2
猛
は
、
一
九
二
二
年
を
対
象
に
、
進
学
比
率
と
就

職
比
率
と
の
関
連
を
示
し
た
散
布
図
で
あ
る
。
交
点
は
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
値
で
あ

る
。
試
み
に
、
進
学
比
率
、
就
職
比
率
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
値
で
高
低
を
区
切
り
、

四
つ
の
分
類
を
し
て
み
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
、
愛
知
な
ど

は
進
学
志
向
が
強
い
「
進
学
型
」
の
府
県
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
「
就
職
型
」

と
し
て
は
栃
木
、
茨
城
、
青
森
、
千
葉
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
進
学
比
率
が
高
い
理
由
と
し
て
、
高
等
教
育
機
関
の
設
置
が
一
因
と
し
て
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
東
京
府
に
は
東
京
帝
国
大
学
、
第
一
高
等
学
校
、
東
京
高
等
⊥
業
学

校
な
ど
の
ほ
か
多
数
の
私
立
大
学
が
、
京
都
府
に
も
帝
国
大
学
、
第
三
高
等
学
校
、

京
都
高
等
⊥
芸
学
校
な
ど
、
大
阪
府
に
は
大
阪
高
等
⊥
業
学
校
、
大
阪
高
等
学
校

な
ど
、
複
数
の
高
等
教
育
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
順
位
に
し
て
み
る
と
上
位

を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
隅
表
－
富
参
照
）
。
愛
知
県
に
お
い
て
も
第
八

高
等
学
校
、
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
、
名
古
屋
高
等
⊥
業
学
校
、
名
古
屋
医
科
大

学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
が
設
置
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
に
は
進
学
比
率
三
六
・
七

％
、
全
国
五
位
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
山
口
県
に
お
い
は
、
山

［
高
等
学
校
、
そ
の
後
の
山
旦
尚
等
商
業
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

進
学
比
率
が
高
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
愛
知
県
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
京
都
府
や
奈
良
県
に
つ
い
て
も
言

え
る
こ
と
だ
が
、
中
学
校
卒
業
後
に
僧
侶
と
な
っ
た
者
の
数
の
多
さ
で
あ
る
（
門
表

　
　
　
（
惚
）

2
麟
参
照
）
。
「
宗
教
宣
布
者
ト
ナ
リ
タ
ル
者
」
、
「
僧
侶
ト
ナ
リ
タ
ル
者
」
に
つ
い

55

0．7
進

学

比

率
東
京
◆ 0．6

◆北海道
山ロ

三重◆
�戟D神秦川◆　大阪　　　　　　　　　　　　広島◆◆

熊本
@◆◆

汢ｪ　◆山形

　　　◆
ｺ庫0？5
@山梨　　◆

知
宮
城 鳥取

◆京都 石川 ◆

◆岡山

鹿児島

高知
0気 静岡

滋賀　　◆奈良　　　　　就職比率
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0．3 ◆
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α

（各年度の「文部省年報』を基に作成）K図2彌進学比率一就職比率（億鍛年）
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侶
／
そ
の
他
・
未
詳
／
死
亡

（
2
）
進
学
動
向
の
分
析

　
全
国
的
な
卒
業
後
進
路
を
確
認
す
る
。
　
靴
紐
－
擁
は
、
さ
き
ほ
ど
の
分
類
に
基

づ
い
て
、
『
文
部
省
年
報
』
の
「
前
年
度
本
科
卒
業
者
ノ
本
年
度
末
ノ
状
況
」
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ら
作
成
し
た
、
卒
業
後
進
路
の
年
次
別
推
移
で
あ
る
。
一
八
九
六
年
か
ら
一
九
四

二
年
に
い
た
る
、
四
七
年
間
の
推
移
で
あ
る
。
以
下
、
卒
業
者
に
占
め
る
「
高
等

学
校
・
大
学
予
科
生
徒
」
「
専
門
学
校
生
徒
」
の
比
率
を
「
進
学
比
率
」
、
同
じ
く

「
官
公
吏
」
「
学
校
職
員
」
「
そ
の
他
の
業
務
」
の
比
率
を
「
就
職
比
率
」
と
し
て

考
え
る
。

　
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
ま
で
、
進
学
比
率
は
下
降
し
た
。
高
等
学

校
・
大
学
予
科
へ
の
進
学
者
の
比
率
が
大
輻
に
下
降
し
て
お
り
、
専
門
学
校
等
へ

の
進
学
者
の
比
率
は
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
八
九
〇
年
代
に
お
い
て

は
、
中
学
校
卒
業
者
自
体
が
少
な
く
、
相
対
的
な
高
等
学
校
・
大
学
予
科
進
学
者

数
が
多
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
以
降
一
九
、
一
〇
年
頃
ま
で
、
進

学
比
率
は
お
よ
そ
三
割
か
ら
四
割
で
推
移
し
た
。
一
九
一
九
年
の
大
学
令
以
降
数

年
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
高
等
教
育
機
関
の
増
加
と
と
も
に
、
高
等
学
校
・
大
学

予
科
の
比
率
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
。
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
三
五
年
の
期
間
で
み

る
と
、
一
九
、
一
二
年
が
進
学
比
率
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
は
下
降
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
。
「
高
等
教
育
の
爆
発
時
代
」
と
は
い
う
も
の
の
、
昭
和
の
不
況
期
を
含
ん
で

お
り
、
進
学
比
率
の
低
下
に
か
わ
っ
て
「
そ
の
他
の
業
務
」
の
比
率
が
大
輻
に
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
一
九
三
、
一
年
に
は
五
割
近
く
に
達
し
た
。
　
一
九
三

　死亡

難その他・未詳

総宗教・僧侶

灘兵役

　その他の業務

鑛学校職員

　官公吏

灘その他の学校生徒

■陸海軍関係

醗専門学校等生徒

藻高等学校・大学予科生徒
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【図姻中学校卒業春の進路 （各年度の「文部省年報』を基に作成）
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沢
第
一
中
学
校
「
卒
業
生
調
査
簿
」
や
同
「
卒
業
生
方
向
調
査
」
、
『
富
山
県
立
富

山
中
学
校
同
窓
会
名
簿
」
な
ど
を
用
い
、
進
学
率
を
算
出
し
て
い
る
。

　
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
日
本
教
育
史
の
み
な
ら
ず
、
教
育
社
会
学
の
分

野
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
天
野
郁
夫
は
、
明
治
二
〇
～
三
〇
年
代
に
お

け
る
、
福
島
県
立
安
積
中
学
校
の
例
を
挙
げ
て
、
中
学
校
卒
業
者
の
進
路
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
田
照
幸
・
鈴
木
智
道
・
高
瀬
雅
弘
「
旧
制
中
学
校

卒
業
生
の
進
路
規
定
要
因
に
関
す
る
研
究
」
に
お
い
て
は
、
山
形
県
鶴
岡
中
学
校

を
事
例
と
し
て
、
居
住
地
域
や
親
の
職
業
等
が
進
路
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
分
析
は
県
立
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
私
立
中
学
校
に
つ
い
て
の
分

析
は
少
な
い
。
斉
藤
論
文
に
は
私
立
埼
玉
中
学
校
の
進
学
率
や
就
職
先
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
私
立
中
学
校
に
つ
い
て
は
論
考
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
東
海
中
学
校
を
一
つ
の
事
例
と
し
て
示
し
た
い
。
東
海
中

学
校
は
、
浄
土
宗
の
僧
侶
養
成
学
校
、
浄
土
宗
第
四
教
校
を
前
身
に
も
つ
学
校
で

あ
っ
た
。
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
、
中
学
校
と
し
て
設
置
認
可
さ
れ
、

中
学
校
令
に
基
づ
く
学
校
と
な
り
公
教
育
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　
ま
ず
、
全
国
的
な
動
向
と
比
較
す
る
た
め
文
部
省
官
房
文
書
課
『
文
部
省
年
報
」

や
文
部
省
普
通
学
務
局
『
全
国
中
学
校
二
関
ス
ル
諸
調
査
』
を
利
用
し
、
一
九
〇

〇
年
代
前
半
か
ら
一
九
四
〇
年
前
後
の
、
全
国
の
進
路
動
向
を
把
握
す
る
。
つ
ぎ

に
東
海
中
学
校
同
窓
会
『
昭
和
十
五
年
十
一
月
現
在
　
会
員
名
簿
」
（
以
下
、
『
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

簿
』
と
略
記
す
る
）
を
用
い
進
学
動
向
を
把
握
す
る
。
卒
業
生
名
簿
は
、
先
行
研

究
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
実
態
把
握
を
行
う
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
（
7
）

性
格
を
も
つ
が
、
長
期
的
な
把
握
を
行
う
た
め
に
は
有
効
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
東

海
中
学
校
校
友
会
の
『
会
報
』
か
ら
、
進
学
先
で
開
催
さ
れ
た
「
東
中
会
」
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

櫃
．
全
国
的
な
進
学
動
向

（
一
）
分
析
対
象
に
つ
い
て

　
東
海
中
学
校
卒
業
後
の
進
学
先
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
比
較
の
た
め
全
国
的

な
動
向
に
つ
い
て
と
ら
え
る
。
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
か
ら
昭
和
一
七
（
一

九
四
、
一
）
年
の
『
文
部
省
年
報
』
を
用
い
る
が
、
年
度
に
よ
り
、
表
記
に
大
き
な

違
い
が
み
ら
れ
る
。
特
に
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
以
降
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
例
え
ば
大
学
予
科
生
徒
、
高
等
学
校
高
等
科
生
徒
、
大
学
附
属
専
門
部
又
は

実
科
生
徒
、
専
門
学
校
生
徒
、
実
業
専
門
学
校
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
、
官
・
公
・
私

立
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
勉
学
中
ノ
者
」
、
「
学
校
又
ハ
家
庭
二

心
テ
受
験
準
備
中
ノ
者
」
、
「
家
庭
ニ
ア
ル
者
」
、
「
未
就
職
ノ
為
家
庭
ニ
ア
ル
者
」

な
ど
、
家
庭
に
あ
る
者
も
、
そ
の
目
的
が
何
で
あ
る
の
か
、
細
か
く
分
類
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
た
。
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
高

等
学
校
・
大
学
予
科
と
、
専
門
学
校
等
の
、
一
つ
に
分
け
た
。
次
に
、
陸
海
軍
関
係

と
し
て
、
士
官
候
補
生
や
主
計
候
補
生
、
海
軍
諸
学
校
生
徒
を
こ
れ
に
分
類
し

（
8
）

た
。
家
鷹
に
あ
る
者
は
そ
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
「
そ
の
他
・
未
詳
」
に
分
類
し

た
。　

　
高
等
学
校
・
大
学
予
科
生
徒
／
専
門
学
校
等
生
徒
／
陸
海
軍
関
係
／
そ
の
他

　
　
の
学
校
生
徒
／
官
公
吏
／
学
校
職
員
／
そ
の
他
の
業
務
／
兵
役
／
宗
教
・
僧



旧
制
東
海
中
学
校
に
お
け
る

　
　
卒
業
後
の
進
学
動
向
に
つ
い
て

に
、
東
海
中
学
校
同
窓
会
『
昭
和
卜
五
年
十
一
月
現
在
　
会
員
名
簿
」
を
用
い
進

学
動
向
を
把
握
し
た
。
ま
た
同
校
校
友
会
の
『
会
報
」
か
ら
、
進
学
先
で
の
「
東

中
会
」
の
様
子
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
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キ
ー
ワ
ー
ド
岡
東
海
中
学
校
、
卒
業
後
、
高
等
教
育

鳥
　
田
　
直
　
哉

要
約

　
本
稿
の
目
的
は
、
僧
侶
養
成
学
校
か
ら
中
学
校
へ
転
換
し
た
東
海
中
学
校
を
例

に
、
卒
業
後
の
進
学
動
向
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
私
立
中
学
校
の
普
及
・
拡
大

に
は
様
々
な
要
因
が
絡
ん
で
お
り
、
府
県
立
中
学
校
の
設
置
状
況
に
比
べ
府
県
間

の
格
差
が
大
き
い
。
要
因
分
析
の
た
め
に
は
個
別
事
例
研
究
の
必
要
性
が
よ
り
高

い
と
考
え
る
。

　
愛
知
県
で
は
比
較
的
多
く
の
私
立
中
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
特
徴
的
な
点
は
、

複
数
の
僧
侶
養
成
学
校
が
私
立
中
学
校
へ
転
換
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
中
学

校
の
設
置
経
緯
等
に
つ
い
て
は
す
で
に
検
討
し
た
。
中
学
校
転
換
後
、
い
か
な
る

社
会
的
機
能
を
有
し
た
の
か
、
そ
の
一
つ
と
し
て
東
海
中
学
校
の
進
学
動
向
に
つ

い
て
着
目
す
る
。

　
ま
ず
、
全
国
的
な
動
向
と
比
較
す
る
た
め
文
部
省
官
房
文
書
課
『
文
部
省
年
報
」

や
文
部
省
普
通
学
務
局
『
全
国
中
学
校
二
関
ス
ル
諸
調
査
」
を
利
用
し
、
一
九
〇

〇
年
代
前
半
か
ら
一
九
四
〇
年
前
後
の
、
全
国
の
進
路
動
向
を
把
握
し
た
。
つ
ぎ

は
U
め
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
僧
侶
養
成
学
校
か
ら
中
学
校
へ
転
換
し
た
東
海
中
学
校
を
例

に
、
卒
業
後
の
進
学
動
向
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
私
立
中
学
校
の
普
及
・
拡
大

に
は
様
々
な
要
因
が
絡
ん
で
お
り
、
府
県
立
中
学
校
の
設
置
状
況
に
比
べ
府
県
問

の
格
差
が
大
き
い
。
要
因
分
析
の
た
め
に
は
佃
別
事
例
研
究
の
必
要
性
が
よ
り
高

い
と
考
え
る
。

　
愛
知
県
で
は
比
較
的
多
く
の
私
立
中
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
特
徴
的
な
点
は
、

複
数
の
僧
侶
養
成
学
校
が
私
立
中
学
校
へ
転
換
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
中
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

校
の
設
置
経
緯
等
に
つ
い
て
は
す
で
に
検
討
し
た
。
中
学
校
転
換
後
、
い
か
な
る

社
会
的
機
能
を
有
し
た
の
か
、
そ
の
一
つ
と
し
て
東
海
中
学
校
の
進
学
動
向
に
着

目
す
る
。

　
旧
制
中
学
校
卒
業
生
の
進
学
に
つ
い
て
分
析
し
た
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
そ
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
斉
藤
利
彦
は
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

治
後
期
を
対
象
に
、
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

「
わ
が
国
に
お
け
る
学
歴
主
義
成
立
の
具
体
的
な
態
様
を
、
中
学
校
卒
業
生
の
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

路
選
択
と
そ
の
意
識
と
い
う
視
角
か
ら
」
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
で

は
、
『
文
部
省
年
報
』
、
『
全
国
中
学
校
二
関
ス
ル
諸
調
査
」
を
用
い
、
全
国
的
な

進
学
動
向
を
把
握
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
の
中
学
校
に
つ
い
て
は
石
川
県
立
金


